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動画像符号化装置 （1 0 0 ) は、符号化対象 ピクチャに含まれ符号化対象ブロックに空間的に隣接す
る、または、符号化対象 ピクチャとは異なるピクチャに含まれる時間的に隣接する 1 以上の対応ブロッ
クのそれぞれについて、 リス トに対応ブロックの動きべク トルを選択的に追加する際に、時間的に隣接
する対応フロックの第 1 の動きべク トルをスケ一 リング処理することによリ第 2 の動きべク トルを算出
し、第 2 の動きべク トルが所定の大きさの範囲に含まれるか否かを判定 し、第 2 の動きべク トルが所定
の大きさの範囲内に含まれれば、第 2 の動きべク トルをリス 卜に追加するイン トラ インター予測部
( 0 7 ) を備える。



明 細 書

発明の名称 ：

動画像符号化方法、動画像符号化装置、動画像復号方法、動画像復号装置

、および動画像符号化復号装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、複数の ピクチャをプロック毎に符号化する動画像符号化方法、

および複数の ピクチャをプロック毎に復号する動画像復号方法に関する。

背景技術

[0002] H . 2 6 4 のインタ一予測復号において、 B スライス等に含まれる 2 方向

参照プロックは、復号対象プロックが含まれるピクチャと異なるピクチャに

含まれる 2 つの画像デ一タを参照することで復号対象プロックの画像デ一タ

が予測復号される。

[0003] さて、 H . 2 6 4 では、ダイ レク 卜モー ド、 と呼ばれる予測画像を作成す

るための動 きベク トルの導出モー ドが存在する （非特許文献 1 の 8 . 4 .

. 2 . 1 節、 3 . 4 5 節等）。

[0004] H . 2 6 4 のダイ レク 卜モー ドでは、以下の （S ) と （T ) との 2 つのモ

- ドがある。

[0005] ( T ) (時間的に異なるが）空間的に同 じ位置に位置する c o I o c a

t e d プロック （C o l B I k ) の動 きべク トル m v C o I を所定の比で

スケール処理 して利用する時間ダイ レク トモー ド （t e m p o r a l m o

d e ) 。

[0006] ( S ) (時間的には同 じ表示時刻の ピクチャであるが）空間的に異なる位

置のプロックの動 きべク トルに関するデータ （m o t i o n d a t a ) を

利用する空間ダイ レク トモ一 ド （s p e c i a l d i e c t m o d e

)

先行技術文献

非特許文献



[0007] 非特許文献 1 : I T U — T H . 2 6 4 0 3 / 2 0 0

非特許文献2 ：W D 4 ：W o r k i n g D a f t 4 o f H i g h —

E f f i c i e n c y V i d e o C o d i n g J o i n t C o l l

a b o r a t i v e T e a m o n V i d e o C o d i n g ( J C T

- V C ) o f I T U - T S G 6 W P 3 a n d I S O / I E C

J T C / S C 9 /WG 1 1 6 t h M e e t i n g : T o r i n o

， I T , 4 - J u l y , 2 0 1 1 、 D o c u m e n t ：J C T V

C - F 8 0 3 d 2

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0008] しか しなが ら、上記の時間ダイ レク 卜モー ドでは、スケール処理の際に乗

算の計算が必要である。 このため、スケール処理後は、符号化側 または復号

側で扱 う動 きべ ク トルの ビッ 卜精度範囲が大 きくな り得 るので、符号化側 ま

たは復号化側の負荷が増加する。

[0009] そこで、本発明は、処理負荷 を削減 しつつも符号化効率 を保つことができ

る動画像符号化方法および動画像復号方法等を提供する。

課題を解決するための手段

[001 0] 本発明の一態様 に係 る動画像符号化方法は、複数の ピクチャをプロック毎

に符号化する動画像符号化方法であって、符号化対象 ピクチャに含 まれ符号

化対象 プロックに空間的に隣接する、 または、前記符号化対象 ピクチャとは

異なるピクチャに含 まれる時間的に隣接する 1 以上の対応 プロックのそれぞ

れについて、 リス トに前記対応 プロックの動 きべ ク トルを選択的に追加する

追加ステ ップと、前記 リス 卜か ら、前記符号化対象 プロックの符号化のため

に用いる動 きべ ク トルを選択する選択ステ ップと、前記選択ステ ップにおい

て選択された前記動 きベ ク トルを用いて前記符号化対象 プロックを符号化す

る符号化ステ ップとを含み、前記追加ステ ップでは、前記時間的に隣接する

対応 プロックの第 1 の動 きべ ク トルをスケ一 リング処理することにより第 2

の動 きベ ク トルを算出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 き



さの範 囲に含 まれ るか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の

大 きさの範 囲内に含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プロック

の動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する。

[001 1] また、本発明の一態様 に係 る動画像復号方法 は、複数 の ピクチ ャをプロッ

ク毎 に復号する動画像復号方法であ って、復号対象 ピクチ ャに含 まれ復号対

象 プロックに空間的に隣接 する、 または、前記復号対象 ピクチ ャとは異 なる

ピクチ ャに含 まれ る時間的に隣接 する 1 以上の対応 プロックのそれぞれ につ

いて、 リス トに前記対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加する追加 ス

テ ツプと、前記 リス 卜か ら、前記復号対象 プロックの復号のため に用いる動

きべ ク トル を選択する選択 ステ ップと、前記選択 ステ ップにおいて選択 され

た前記動 きべ ク トル を用いて前記復号対象 プロックを復号する復号 ステ ツプ

とを含み、前記追加 ステ ップでは、前記時間的に隣接 する対応 プロックの第

1 の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理 することによ り第 2 の動 きべ ク トル を

算 出 し、算 出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 きさの範 囲に含 まれ

るか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の大 きさの範 囲内に

含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プロックの動 きべ ク トル と

して前記 リス 卜に追加する。

[001 2] なお、 これ らの包括的 または具体的な態様 は、 シ ス テ ム、 方法、集積 回路

、 コンピュータプログラム またはコンピュータ読み取 り可能な C D — R O M

な どの記録媒体で実現 されてもよ く、 システム、方法、集積 回路、 コンビュ

—タプログラムおよび記録媒体の任意な組み合わせで実現 されてもよい。

発明の効果

[001 3] 本発 明によれば、処理負荷 を削減 しつつも符号化効率 を保 つ ことが可能 に

なる。

図面の簡単な説明

[0014] [ 図 1] 図 1 は、復号対象 プロック （C u r r B I k ) の復号 において参照す

る 2 枚 の ピクチ ャを説明する図である。

[ 図2A] 図 2 A は、参照 ピクチ ャ リス ト （R e f P ί c L ί s t 0 ) を説 明す



る図である。

[ 図2B] 図 2 B は、参照 ピクチャ リス ト （R e f P i c L i s t l ) を説明す

る図である。

[ 図3] 図 3 は、 C u r r B I k の参照 ピクチャ リス トR e f P i c L i s t 0

と R e f P i c L i s t l とについて p ί c N u m を説明する図である。

[ 図4] 図 4 は、 （T ) の時間ダイ レク 卜モー ド （t e m p o r a I m o d e

) において利用される情報 を説明する図である。

[ 図5A] 図 5 A は、時間ダイ レク トモー ド （t e m p o r a l m o d e ) に

おけるスケー リング処理 を説明するための図であ り、 c o _ l o c a t e d

プロック、動 きベ ク トル m v L O C o I を簡略化 して説明する図である。

[ 図5B] 図 5 B は、時間ダイ レク トモ一 ド （t e m p o r a l m o d e ) に

おけるスケ一 リング処理 を説明するための図であ り、 スケ一 リング処理の概

念 を説明する図である。

[ 図6] 図 6 は、 S T E P 1 ~ 3 を非特許文献 1 に記載 された導 出式 との関係で

示す図である。

[ 図7] 図 7 は、 （S ) の空間ダイ レク トモ一 ド （s p e c i a l d i r e c

t m o d e ) について説明する図である。

[ 図8] 図 8 は、実施の形態 1 の動画像符号化装置の構成 を示すプロック図であ

る。

[ 図9] 図 9 は、実施の形態 1 の動画像符号化装置 における動作 を説明するフロ

一図である。

[ 図 10] 図 1 0 は、 イン トラ ィンタ一予測部が設定するマージ候補 プロック

[ -" 6 ] を説明する図である。

[ 図 11] 図 1 1 は、マージ候補 リス ト （m e r g e C a n d L i s t ) の概念

を説明する図である。

[ 図 12] 図 1 2 は、 イン トラ インタ一予測部が行 う重複判定で重複 と判定す

る例 を示す図である。

[ 図 13] 図 1 3 は、マージ候補 プロック [ ί ] の m o t i o n d a t a を取



得する処理 を説明するフロー図である。

[ 図 14] 図 1 4 は、 イン トラ ィンタ一予測部が行 うスケ一 リング処理の一例

を説明するフロー図である。

[ 図 15] 図 1 5 は、 イン トラ ィンタ一予測部が行 うスケ一 リング処理の他の

例 を説明するフロー図である。

[ 図 16] 図 1 6 は、実施の形態 1 の動画像復号装置の構成 を示すプロック図で

ある。

[ 図 17] 図 1 7 は、実施の形態 1 の動画像復号装置 における動作 を説明するフ

口一図である。

[ 図 18] 図 1 8 は、 マージ候補 リス ト （m e r g e C a n d L i s t ) の更新

処理 を説明するための図であ り、 （a ) 初期化生成 されるマージ候補 リス ト

( m e r g e C a n d L i s t ) を示す図、 （b ) 更新処理 された後のマ一

ジ候補 リス ト （m e r g e C a n d L i s t ) を示す図である。

[ 図 19A] 図 1 9 A は、 H E V C における動 き予測べ ク トル m v p L X について

説明する図である。

[ 図 19B] 図 1 9 B は、動 き予測べ ク トル m V p L X の候補 リス 卜m v p L i s

t L X ( m v p L i s t L O とm v p L i s t L I ) を説明する図である。

[ 図20] 図 2 0 は、予測候補 プロック群、あるいは予測候補 プロックを説明す

る図である。

[ 図2 1 ] 図 2 は、 コンテ ンツ配信サー ビスを実現するコンテ ンツ供給 システ

厶の全体構成図である。

[ 図22] 図 2 2 は、デジタル放送用シ ステ ム の全体構成図である。

[ 図23] 図 2 3 は、テ レビの構成例 を示すプロック図である。

[ 図24] 図 2 4 は、光デ ィスクである記録 メデ ィァに情報の読み書 きを行 う情

報再生/ 記録部の構成例 を示すプロック図である。

[ 図25] 図 2 5 は、光デ ィスクである記録 メデ ィアの構造例 を示す図である。

[ 図26A] 図 2 6 A は、携帯電話の一例 を示す図である。

[ 図26B] 図 2 6 B は、携帯電話の構成例 を示すプロック図である。



[ 図27] 図 2 7 は、多重化データの構成 を示す図である。

[ 図28] 図 2 8 は、各ス 卜リームが多重化データにおいて どのように多重化 さ

れているかを模式的に示す図である。

[ 図29] 図 2 9 は、 P E S パケ ッ ト列に、 ビデオス トリームが どのように格納

されるかを更に詳 しく示 した図である。

[ 図30] 図 3 0 は、多重化データにおける T S バケ ツ 卜とソースバケ ツ 卜の構

造 を示す図である。

[ 図3 1 ] 図 3 は、 P M T のデータ構成 を示す図である。

[ 図32] 図 3 2 は、多重化データ情報の内部構成 を示す図である。

[ 図33] 図 3 3 は、 ス 卜リーム属性情報の内部構成 を示す図である。

[ 図34] 図 3 4 は、映像データを識別するステ ップを示す図である。

[ 図35] 図 3 5 は、各実施の形態の動画像符号化方法および動画像復号方法 を

実現する集積回路の構成例 を示すプロック図である。

[ 図36] 図 3 6 は、駆動周波数 を切 り替える構成 を示す図である。

[ 図37] 図 3 7 は、映像データを識別 し、駆動周波数 を切 り替えるステ ップを

示す図である。

[ 図38] 図 3 8 は、映像データの規格 と駆動周波数 を対応づけたル ックアップ

テ一プルの一例 を示す図である。

[ 図39A] 図 3 9 A は、信号処理部のモジュール を共有化する構成の一例 を示す

図である。

[ 図39B] 図 3 9 B は、信号処理部のモジュール を共有化する構成の他の一例 を

示す図である。

発明を実施するための形態

(本発明の基礎 とな つた知見）

図 1 は、復号対象 プロック （C u r r B I k ) の復号 において参照する

2 枚 の ピクチャを説明する図である。図中、 「3 0 0 」か ら 「3 0 4 」は ピ

クチャ番号 （P i c N u m ) であ り、表示順 P i c O r d e r C n t ( ) の

値 を昇順 に並べた図である。復号対象 プロックは ピクチャ番号 3 0 2 ( C u



r r P i c ) に含 まれ るプロックである。 この例 では、復号対象 プロックは

、表示順前方 に存在 する P ί c N u m 3 0 1 の ピクチ ャと表示順後方 に存在

する P i c N u m 3 0 4 の ピクチ ャの画像データを参照 している。以下、矢

印凡例 は この例 の通 り、矢印の根元が参照する側 （復号対象側）の ピクチ ャ

、矢印の先が復号 に利用 され る （参照 され る）側 の ピクチ ャを示す。

[001 6] 以 下、 明細書 と図では、復号対象 プロックを黒塗 プロックで示 しC u r r

B I k と省略表記する。 また、矢印凡例 は この例 の通 り、矢印の根元が参

照する側 （復号対象側）の ピクチ ャ、矢印の先が復号 に利用 され る （参照 さ

れ る）側 の ピクチ ャを示す。 また、 p i c N u m 3 0 2 の ピクチ ャが復号対

象 プロックを含む ピクチ ャ （復号対象 ピクチ ャ）であるとする。

[001 7] 図 2 A および図 2 B は、 2 つの参照 ピクチ ャ リス ト （R e f P ί c L ί s

t 0 及び R e f P i c L i s t ) を説 明する図である。

[001 8] つ 目の参照 ピクチ ャを特定するための リス 卜が図 2 A に示す参照 ピクチ

ャ リス ト0 ( R e f P i c L i s t O ) であ る。 2 つ 目の参照 ピクチ ャを特

定するための リス 卜が図 2 B に示す参照 ピクチ ャ リス ト1 ( R e f P ί c L

i s t ) であ る。参照 ピクチ ャ リス トは、復号対象 プロックが どの参照 ピ

クチ ャを参照するのかを、 「3 0 2 」等の値 の大 き くなる p i c N u m では

な く、 「0 」や 「1 」 とい った小 さなィ ンデ クス値 （r e f I d x L 0 と r

e f I d x L ) のみで示す ことがで きる リス 卜である。 スライス中の個 々

の プロックである、復号対象 プロック （C u r r B I k ) が どの ピクチ ャ

を参照するかは、 この リス 卜中のィ ンデ クスの値 で与 え られ る。

[001 9] 復 号対象 プロックが含 まれ る B スライスの復号時 に リス トが初期値化 （生成

) され る。

[0020] 参 照 ピクチ ャ リス トR e f P i c L i s t O と R e f P i c L i s t l と

は、 イ ンデ クスの若番 （イ ンデ クス値 が小 さい番号）が示す ピクチ ャ番号 p i

c N u m が異 なるように並び替 え られ る。参照 ピクチ ャ リス 卜をそれぞれ復

号対象 ピクチ ャの p i c N u m 3 0 2 を区切 りに前半部分 と後半部分 に分 け

、参照 ピクチ ャ リス ト0 の前半部分では降順 に （3 0 1 ， 3 0 0 "·) 割 り当



てる。 また、参照 ピクチャリス ト1 の前半部分では昇順に （3 0 3 ， 3 0 4

) と割 り当てる。

[0021 ] 例 えば、符号列よりインデクスの値が参照 ピクチャリス ト0 および参照 ピ

クチャリス ト1 それぞれに対 して最も小さい 「0 」で与えられると、 ピクチ

ャ 3 0 2 について以下の 2 つの参照 ピクチャが決定される。

[0022] 1 つ 目の参照 ピクチャとして、 R e f P ί c L ί s t 0 [ 0 ] の値である

1 つ前の ピクチャ 3 0 1 が決定される。 2 つ目の参照 ピクチャとして、 R e

f P i c L i s t [ 0 ] の値である 1 つ後の ピクチャ 3 0 3 が決定される

[0023] 図 1 に示す例では、 1 つ目のインデクスが r e f I d X L 0 = 0 であ り、

ピクチャ 3 0 1 を参照 し、 2 つ目のィンデクスが r e f I d x L 1 = 1 であ

り、 ピクチャ 3 0 4 を参照 している。

[0024] 図 3 は、 ピクチャ 3 0 2 に含 まれるC u r r B I k の参照 ピクチャリス ト

R e f P i c L i s t O と R e f P i c L i s t 1 とについて r e f I d x

L 0 及び r e f I d x L の値 を 「0 」か ら増加させた場合に示す ρ ί c N

u m を説明する図である。復号対象 ピクチャ （p i c N u m 3 0 2 ) か ら見

て、各 リス トのィンデクスの値 （r e f I d X L 0 の値 と r e f I d x L

の値）が増加するほど、インデクスの値で特定されるピクチャは復号対象 ピ

クチャか ら遠ざかる。

[0025] 特 に 2 つ目の参照を示す R e f P i c L i s t においては、 リス トのィ

ンデクスの小さい値に部分にC u r r P i c ピクチャ 3 0 2 より後 （g r e

a t e r t h a n P i c O r d e r C n t ( C u r r P i c ) の ピクチ

ャ （復号済みであ りメモ リに保持されているものについて）降順で設定され

るルールでインデクスが保持される （これを R u I e と呼ぶ）。 この R u

I e 1 に従 うと、 R e f P i c L i s t l [ 0 ] で特定されるピクチャは、

図中破線円で示す P i c N u m 3 0 3 となる。

[0026] 上記のように、明細書 と図では、特に断 りのない限 り 1 つ目の参照 ピクチ

ャリス トを R e f P i c L i s t O と省略 し、 この リス 卜中のィンデクスを



r e f I d x L 0 と省略する。 2 つ目の参照 ピクチャリス トを R e f P i c

L ί s t 1 、 この リス 卜中のィンデクスを r e f I d x L と省略する （詳

細は図中の説明並びに、非特許文献 1 の 8 . 2 . 4 . 2 . 3 節 8 . 2 . 4 D

e c o d i n g p r o c e s s f o r e f e r e n c e p i c t

u r e I i s t s c o n s t r u c t i o n を参照 ) 。

[0027] 次 に、 H . 2 6 4 の （T ) 時間ダイ レク 卜モー ド （t e m p o r a I m

o d e ) および （S ) 空間ダイ レク トモー ド （s p e c i a l d i r e c

t m o d e ) について、順に説明する。

[0028] 図 4 は、 （T ) の時間ダイ レク 卜モー ド （t e m p o r a I m o d e )

において利用される情報を説明する図である。

[0029] 図中ハ ッチングで示すプロックが、 「（時間的に異なるが）空間的に同 じ

位置に位置する c o l o c a t e d プロック （C o I B I k ) 」である

。時間位置は、図 3 で説明 した 2 つ目の参照 リス トI R e f P i c L i s t

1 のインデクスの値 「0 」で特定され ピクチャ 3 0 3 となる。前述の R u I

e に基づいて初期化される R e f P i c L i s t l リス 卜において、ィン

デクス値 「0 」の示す ピクチャ （R e f P i c L i s t l [ 0 ] の値）は、

参照メモ リ中に時間的に後方の ピクチャが存在 しないなど特別な場合を除き

、参照メモ リ中に存在するもっとも表示時間的に近い後方の ピクチャとなる

[0030] 次 に、時間ダイ レク 卜モー ドは、黒塗で示す復号対象プロックC u r

B I k の動 きべク トル m v L 0 ，m v L 1 を、ハ ッチングで示すC o I B

I k の 「m o t ί o n データ」を用いて導出する。 m o t ί o n データには

以下が含まれる。

[0031 ] ( i ) C o I B I k が参照する参照 ピクチャ r e f I d x L O [ r e f

ί d x ] 。

[0032] C o I B I k は、参照 ピクチャとして ピクチャ p i c N u m 3 0 を参

照 している （R e f P i c L i s t 0 [ 1 ] の値）。

[0033] ( i ί ) 参照 ピクチャについての動 きベク トル m V L 0 C o I 。



[0034] 図中、 ピクチャ p i c N u m 3 0 中の、破線矢印が、 C o I B I にの

復号時に用いられる 1 つ目の動 きべク トル m v L O C o I である。

[0035] 以下、明細書、図において、破線矢印は動 きべク トルを示す。動 きべク 卜

ル m v L O C o l は、 C o l B l k の復号時に用いられた c o I B I k

にとつての予測画像を示す動 きべク トルである。

[0036] 図 5 A および図 5 B は、時間ダイ レク トモ一 ド （t e m p o r a l m o

d e ) におけるスケー リング処理を説明する図である。

[0037] スケー リング処理は、動 きベク トル m v L O C o I の値 を、参照 ピクチャ

までの距離の差の比でスケ一 リングすることにより、復号対象プロックC u

B I k の動 きベク トル m v L O と動 きベク トル m v L 1 とを導出する

処理である。

[0038] 図 5 A は、図 1 ~ 4 の参照構造、 c o _ I o c a t e d プロック、動 きべ

ク トル m v L 0 C o I を簡略化 して説明する図である。

[0039] 図 5 B は、スケー リング処理の概念を説明する図である。

[0040] スケー リング処理は、簡単には図 5 B に示すような三角形 D E F と三角形

A B C との相似を観念すればよい。

[0041 ] 三角形 D E F は、 C o I B I k についての三角形である。

[0042] 点 D は、 C o I B I k の位置である。点 E は、 C o I B I k が参照す

るピクチャの位置である。点 F は、点 E を基点とした動 きベク トル m V L 0

C o I の示す先の座標である。

[0043] 三角形 A B C は、 C u r r B I k についての三角形である。

[0044] 点 A は、復号対象 とするプロックC u r r B I k の位置である。点 B は

、 このプロックC u r r B I k が参照するピクチャの位置である。点C は

、今か ら導出するベク トルの指 し示す先の座標 となる。

[0045] まず、 S T E P 1 で、 （1 ) C u r r B I k か らC u r r B I k の参

照するピクチャへの相対距離 （t b ) に対する、 （2 ) C o I B I にか ら

C o I B I k の参照するピクチャへの相対距離 （t x ) の比であるS e a

I e F a c t o を導出する。例えばこの図では、 S c a l e F a c t o r



は、 t b = 3 0 2 _ 3 0 1 = 1 に対する、 t x = 3 0 3 _ 3 0 1 = 2 の比 （

t b / t x ) であ り、 0 . 5 ( 1 2 ) がスケール比 （相似比が 1 ：2 ) で

ある。 これは、三角形 A B C と三角形 D E F と相似比が 1 / 2 であることに

該当する。

[0046] S e a I e F a c t o r = t b / t x = ( 3 0 2 - 3 0 ) / ( 3 0 3 -

3 0 1 )

= 1 / （S T E P 1 )

[0047] S T E P 2 で、元々与えられている辺 E F を長さとするベク トル E F を、

得 られたスケール比で、乗算 して、ベク トル B C を得る。 このベク トル B C

が 1 つ目のべク トル （m V L 0 ) である。

[0048] m v L 0 = S c a I e F a c t o r X m v L O C o I ... ( S T E P 2 )

[0049] S T E P 3 で、導出対象であるもう 1 つのベク トル m v L 1 を、 S T E P

2 で導出 したm v L 0 と向きを反転させたm v L O C o I とを用いて導出す

る。

[0050] m v L 1 = m v L 0 —m v L O C o l ... ( S T E P 3 )

[0051 ] 図 6 は、ステ ップS T E P 1 ~ 3 を非特許文献 1 の 8 . 4 . 1 . . 3 節

D e r i v a t i o n p r o c e s s f o t e m p o r a l d i

r e c t I u m a m o t i o n v e c t o r a n d r e f e r e

n c e i n d e x p r e d i c t i o n m o d e に言己載された導出式

との関係で示す図である。

[0052] 図 7 は、 2 つのダイ レク 卜モー ドのうち、他方の （S ) の空間ダイ レク 卜

モ一 ド （s p e c i a l d i r e c t m o d e ) について説明する図で

ある。

[0053] このモー ドでは、復号対象プロック （C u r r B I k ) の含 まれる動 き

補償単位 プロックに隣接するプロックN (例えば隣接 プロックA 、隣接 プロ

ック B、隣接 プロックC ) について前述の動 きベク トルに関するデータ （m

o t i o n データ） （（動 きべク トル m v L X N、参照ィンデクス r e f I

d x L X N ) の値の組のことを言 う。以下同 じ）を取得する。



[0054] 動きベク トルに関するデータ （以下、動きデータとも言う）のうち、もつ

とも参照インデクス （r e f I d x L X N ) の値が小さい 「0 」を含めた自

然数 （m i n P o s i t i v e 値）をもつプロックの動きデ一タ （r e f I

d X L 0 , L 1 とそれに対するm v L 0 ，m v L ) をそのまま用いる （非

特許文献 8 _ 1 8 6 ， 1 8 7 式）。具体的には、以下の計算により r e f I

d x L O とL 1 とを、各々導出する。

[0055] r e f I d x L 0 = M i n P o s i t i v e ( e f I d x L O A , M i

n P o s i t i v e ( r e f l d x L O B , e f I d x L 0 C ) ) ( 8 -

8 6 )

e f I d x L 1 = M i n P o s i t i v e ( e f I d x L 1 A , M i

n P o s i t i v e ( r e f l d x L 1 B , r e f I d x L 1 C ) ) ( 8 -

8 7 )

[0056] この空間ダイレク 卜モー ドでは、動きベク トルm V L 0 またはm V L 1 に

ついて、同 じピクチャから参照ピクチャまでの距離 （r e f I d x L 0 ， L

) を含めた " m o t i o n d a t a " をセッ卜で利用するために、隣接プ

ロックの利用する参照ピクチャを参照すればよく、原則、時間ダイレク トモ

- ドのようにm V L 0 またはm v L をスケールする必要はなかった。

[0057] 以上のように、 （T ) 時間ダイレク 卜モー ドについて、 S c a l e F a c

t o r ( D i s t S c a l e F a c t o r ) を用いた動きべク トルm v L 0

の導出には、 S c a l e F a c t o r とm v L O C o l との乗算の計算が必

要である。このため、例えば、復号側で扱う動きべク トルの大きさの範囲を

、あるビット精度で表すことが可能な範囲に制限する場合、符号化側で、時

間ダイレク 卜の乗算後の動きべク トルの大きさが、上記範囲内に収まるよう

に動きべク トルの生成を制御する必要があり、符号化側の処理負荷が増加す

る。

[0058] また、従来のH . 2 6 4 では、 （T ) 時間ダイレク 卜モー ドを使うか （S

) 空間ダイレク トを使うかの切 り替えが、スライス単位で 1 回 しかできなか

つた。



[0059] H E V C では、 H . 2 6 4 におけるスライス単位の空間ダイレク卜モー ド

および時間ダイレクトモ一 ドよりも、要用柔軟な動きべクトルの導出方法の

指定をはかるマ一ジモ一 ドと呼ばれるモ一 ドが検討されている。この新たな

H E V C のマ一ジモ一 ドとの組み合わせにより、上記動きべクトルの大きさ

の範囲を制限する場合の処理負荷を削減 しつつも符号化効率を保つ適切なバ

ランスが望まれる。

[0060] そこで、本発明の一態様に係る動画像符号化方法は、複数のピクチャをプ

ロック毎に符号化する動画像符号化方法であって、符号化対象ピクチャに含

まれ符号化対象プロックに空間的に隣接する、または、前記符号化対象ピク

チヤとは異なるピクチャに含まれる時間的に隣接する 1以上の対応プロック

のそれぞれについて、 リス トに前記対応プロックの動きべクトルを選択的に

追加する追加ステップと、前記リス 卜から、前記符号化対象プロックの符号

化のために用いる動きべクトルを選択する選択ステップと、前記選択ステツ

プにおいて選択された前記動きベクトルを用いて前記符号化対象プロックを

符号化する符号化ステップとを含み、前記追加ステップでは、前記時間的に

隣接する対応プロックの第 1 の動きべクトルをスケ一リング処理することに

より第 2 の動きベクトルを算出し、算出した前記第 2 の動きベクトルが、所

定の大きさの範囲に含まれるか否かを判定し、前記第 2 の動きべクトルが前

記所定の大きさの範囲内に含まれれば、前記第 2 の動きべクトルを前記対応

プロックの動きべクトルとして前記リス 卜に追加する。

[0061 ] これにより、符号化側および復号側で扱う動きベクトルの大きさの範囲を

、あるビッ卜精度で表すことが可能な範囲に常に収めることができる。

[0062] また、前記追加ステップでは、前記第 2 の動きベクトルが前記所定の大き

さの範囲内に含まれなければ、前記第 2 の動きべクトルを前記所定の大きさ

の範囲内に収まるようにクリップし、クリップ後の動きべクトルを前記対応

プロックの動きべクトルとして前記リス 卜に追加 してもよい。

[0063] また、前記追加ステップでは、前記第 2 の動きベクトルが前記所定の大き

さの範囲内に含まれなければ、前記第 2 の動きべクトルを前記リス トに追加



しなくてもよい。

[0064] また、前記リストは、前記対応プロックの前記動きベクトル、および前記

対応プロックで参照されたピクチャを特定するための特定情報を有するマ一

ジ候補リストであり、前記追加ステツプでは、前記対応プロックの前記動き

ベクトルに加えて、前記特定情報を前記マ一ジ候補リストに追加し、前記選

択ステップでは、前記マ一ジ候補リス卜から、前記符号化対象プロックの符

号化のために用いる動きべクトルおよび特定情報を選択し、前記符号化ステ

ップでは、前記選択ステップにおいて選択された前記動きべクトルおよび前

記特定情報を用いて前記符号化対象プロックの予測画像を生成することによ

り前記符号化対象プロックを符号化してもよい。

[0065] また、前記リス トは、予測動きベク トル候補リス トであり、前記追加ステ

ップでは、さらに、前記空間的に隣接する対応プロックの第3 の動きべク卜

ルをスケ一リング処理することにより算出される第4 の動きべクトルが、所

定の大きさの範囲に含まれるか否かを判定し、前記第4 の動きべクトルが前

記所定の大きさの範囲内に含まれれば、前記第4 の動きべクトルを予測動き

べクトルの候補として前記予測動きべクトル候補リストに追加し、前記選択

ステツプでは、前記予測動きべク卜ル候補リス卜から、前記符号化対象プ口

ックの符号化のために用いる予測動きべクトルを選択し、前記符号化ステツ

プでは、前記選択ステップにおいて選択された前記予測動きべクトルを用い

て前記符号化対象プロックの動きべクトルを符号化することを含む前記符号

化対象プロックの符号化を行ってもよい。

[0066] また、前記追加ステップでは、前記第4 の動きベクトルが前記所定の大き

さの範囲内に含まれなければ、前記第4 の動きべクトルを前記所定の大きさ

の範囲内に収まるようにクリップし、クリップ後の動きべクトルを前記予測

動きべクトルの候補として前記予測動きべクトル候補リストに追加してもよ

い。

[0067] また、前記所定の大きさの範囲は、動きベクトルのビット精度で決定され

、前記ビット精度はプロファイルまたはレベルで規定された値、もしくは、



へッダに付加された値を用いてもよい。

[0068] また、本発明の一態様に係る動画像復号方法は、複数のピクチャをプロッ

ク毎に復号する動画像復号方法であって、復号対象ピクチャに含まれ復号対

象プロックに空間的に隣接する、または、前記復号対象ピクチャとは異なる

ピクチャに含まれる時間的に隣接する 1以上の対応プロックのそれぞれにつ

いて、 リス トに前記対応プロックの動きべクトルを選択的に追加する追加ス

テツプと、前記リス 卜から、前記復号対象プロックの復号のために用いる動

きべクトルを選択する選択ステップと、前記選択ステップにおいて選択され

た前記動きべクトルを用いて前記復号対象プロックを復号する復号ステツプ

とを含み、前記追加ステップでは、前記時間的に隣接する対応プロックの第

1 の動きべクトルをスケ一リング処理することにより第 2 の動きべクトルを

算出し、算出した前記第 2 の動きベクトルが、所定の大きさの範囲に含まれ

るか否かを判定し、前記第 2 の動きべクトルが前記所定の大きさの範囲内に

含まれれば、前記第 2 の動きべクトルを前記対応プロックの動きべクトルと

して前記リス 卜に追加する。

[0069] これにより、符号化側および復号側で扱う動きベクトルの大きさの範囲を

、あるビッ卜精度で表すことが可能な範囲に常に収めることができる。

[0070] また、前記追加ステップでは、前記第 2 の動きベクトルが前記所定の大き

さの範囲内に含まれなければ、前記第 2 の動きべクトルを前記所定の大きさ

の範囲内に収まるようにクリップし、クリップ後の動きべクトルを前記リス

卜に追加 してもよい。

[0071 ] また、前記追加ステップでは、前記第 2 の動きベクトルが前記所定の大き

さの範囲内に含まれなければ、前記第 2 の動きべクトルを前記リス トに追加

しなくてもよい。

[0072] また、前記リス トは、前記対応プロックの前記動きベクトル、および前記

対応プロックで参照されたピクチャを特定するための特定情報を有するマ一

ジ候補 リス トであり、前記追加ステツプでは、前記対応プロックの前記動き

ベクトルに加えて、前記特定情報を前記マ一ジ候補 リス トに追加 し、前記選



択ステップでは、前記マージ候補リス卜から、前記復号対象プロックの復号

のために用いる動きベクトルおよび特定情報を選択し、前記復号ステツプで

は、前記選択ステップにおいて選択された前記動きべクトルおよび前記特定

情報を用いて前記復号対象プロックの予測画像を生成することにより前記復

号対象プロックを復号してもよい。

[0073] また、前記リス トは、予測動きベク トル候補リス トであり、前記追加ステ

ップでは、さらに、前記空間的に隣接する対応プロックの第3 の動きべク卜

ルをスケ一リング処理することにより算出される第4 の動きべクトルが、所

定の大きさの範囲に含まれるか否かを判定し、前記第4 の動きべクトルが前

記所定の大きさの範囲内に含まれれば、前記第4 の動きべクトルを予測動き

べクトルの候補として前記予測動きべクトル候補リストに追加し、前記選択

ステツプでは、前記予測動きべク卜ル候補リス卜から、前記復号対象プ口ッ

クの復号のために用いる予測動きべクトルを選択し、前記復号ステップでは

、前記選択ステップにおいて選択された前記予測動きべクトルを用いて前記

復号対象プロックの動きべクトルを復号することを含む前記復号対象プロッ

クの復号を行ってもよい。

[0074] また、前記追加ステップでは、前記第4 の動きベクトルが前記所定の大き

さの範囲内に含まれなければ、前記第4 の動きべクトルを前記所定の大きさ

の範囲内に収まるようにクリップし、クリップ後の動きべクトルを前記予測

動きべクトルの候補として前記予測動きべクトル候補リストに追加してもよ

い。

[0075] また、前記所定の大きさの範囲は、動きベクトルのビット精度で決定され

、前記ビット精度はプロファイルまたはレベルで規定された値、もしくは、

へッダに付加された値を用いてもよい。

[0076] なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路

、コンピュータプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なC D —R O M

などの記録媒体で実現されてもよく、システム、方法、集積回路、コンビュ

—タプログラムおよび記録媒体の任意な組み合わせで実現されてもよい。



[0077] 以下、本発明の実施の形態について、図面を参照 しなが ら説明する。

[0078] なお、以下で説明する実施の形態は、いずれも包括的または具体的な例を

示すものである。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素

、構成要素の配置位置及び接続形態、ステ ップ、ステ ップの順序などは、_

例であ り、本発明を限定する主旨ではない。 また、以下の実施の形態におけ

る構成要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要

素については、任意の構成要素 として説明される。

[0079] (実施の形態 1 )

図 8 は、実施の形態 1 の動画像符号化装置の構成を示すプロック図である

[0080] 動画像符号化装置 1 0 0 は、図 8 に示すように、主に、差分部 1 0 1 、変

換部 1 0 2 、量子化部 1 0 3 、エン トロピ一符号化部 1 1 0 、逆量子化部 1

0 4 、逆変換部 1 0 5 、加算部 1 0 6 、 メモ リ 1 0 9 、 イ ン トラ ' イ ンタ一

予測部 1 0 7 、及び、符号化制御部 1 0 8 を備えている。

[0081 ] 差分部 1 0 1 は、入力画像信号 と予測画像信号 との差分である残差信号を

出力する。

[0082] 変換部 1 0 2 は、残差信号に対 し、画像領域か ら周波数領域への変換を行

う。量子化部 1 0 3 は、周波数領域に変換された残差信号に対 して量子化処

理を行 って、量子化済残差信号を出力する。

[0083] エ ン トロピー符号化部 1 1 0 は、量子化済残差信号および復号制御信号を

エン トロピ一符号化 し、符号化済 ビッ 卜ス トリームを出力する。

[0084] 逆量子化部 1 0 4 は、量子化済残差信号に対 し、逆量子化処理を行 う。逆

変換部 1 0 5 は、逆量子化処理された残差信号に対 し、周波数領域か ら画像

領域への変換を行 って、復元済残差信号を出力する。

[0085] 加算部 1 0 6 は、復元済残差信号 と予測画像信号 とを加算 し、復号画像信

号にする。

[0086] イ ン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 は、復号画像信号をフ レーム またはプロ

ック等所定の単位でメモ リ 1 0 9 に蓄積するとともに、符号化制御部 1 0 8



の指示を受け、差分部 1 0 1 および加算部 1 0 6 に与える予測画像信号 （復

号画像信号と動きベク トルとに基づいて導出された画素値）を生成 し、出力

する。

[0087] また、イン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 は、符号化 復号プロセスにおい

てマ一ジモ一 ドで利用される動きべク トルの候補 リス 卜であるマージ候補 リ

ス ト （m e r g e C a n d L i s t ) を導出する。このとき、イン トラ - ィ

ンタ一予測部 1 0 7 は、符号化対象ピクチャに含まれ符号化対象プロックに

空間的に隣接する、または、前記符号化対象ピクチャとは異なるピクチャに

含まれる時間的に隣接する 1以上の対応プロックのそれぞれについて、マ一

ジ候補 リス トに対応プロックの動きベク トルを選択的に追加する。また、ィ

ン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 は、時間的に隣接する対応プロックの第 1 の

動きべク トルをスケ一リング処理することにより第 2 の動きべク トルを算出

し、第 2 の動きべク トルが所定の大きさの範囲に含まれるか否かを判定 し、

第 2 の動きべク トルが所定の大きさの範囲内に含まれれば、第 2 の動きべク

トルを対応プロックの動きべク トルとしてマージ候補 リス トに追加する。ま

た、イン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 は、マージ候補 リス トから、符号化対

象プロックの符号化のために用いる動きベク トルを選択する。すなわち、本

実施の形態のスケ一リング処理は主にィン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 にお

いて実行される。なお、本実施の形態の動画像符号化装置 1 0 0 では、追加

部および選択部は、イン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 に相当する。また、本

実施の形態の動画像符号化装置 1 0 0 では、符号化部は、差分部 1 0 1、変

換部 1 0 2 、量子化部 1 0 3 、およびエン トロピ一符号化部 1 1 0 等に相当

する。

[0088] 符号化制御部 1 0 8 は、図中の各処理部並びに、 ピクチャをどのような制

御パラメータで符号化するか （この制御パラメータは、復号制御信号に対応

することになる）を試行の上で決定 し、特に、イン トラ インタ一予測部 1

0 7 に対 し与える。試行は例えば、図中の点線で示す符号化済ビットス 卜リ

—厶のビッ卜長を短 くすることを目的とする関数等で行われ、ある画像デ一



夕の符号化のための制御パラメータ （例えば、インタ一予測、イン トラ予測

の区別等）を決定 し、出力することになる。出力信号中、動 きベク トルイン

デクスについては後述する。

[0089] 符号化制御部 1 0 8 は、前述試行の結果が良好である場合に、本実施の形

態に係るスケ一 リング処理を用いたことを値 として示すように、後述するマ

—ジインデクス （m e r g e I d x ) を決定 して復号制御信号に含めて出

力する。 またこの場合の、量子化済残差信号は、本実施の形態のスケ一 リン

グ方法を用いて生成された予測画像信号により導出された値 となる。

[0090] 図 9 は、実施の形態 1 の動画像符号化装置における動作を説明するフ口一

図である。

[0091 ] ここでは、符号化制御部 1 0 8 が、符号化対象プロックを （1 ) インタ一

符号化 （M O D E I N T E R ) し、かつ、 （2 ) マージモー ド （M e r g

e M O D E ) を利用すると判定 した （あるいは利用 した場合の結果を得る）

場合のマ一 ジモ一 ド符号化動作について説明する。

[0092] H E V C のマージモー ドは、観念的には H . 2 6 4 で導入されたダイ レク

卜モー ドと等 しい。動 きベク トルの導出に関 して、 H . 2 6 4 のダイ レク 卜

モー ド同様に符号列を利用することな く、空間的 （S ) または時間的 （T )

に他のプロックの動 きべク トルを利用 して導出する。

[0093] H . 2 6 4 のダイ レク 卜モー ドとの主な違いは以下である。

[0094] ( a ) 処理単位 ：マージモー ドを利用するか否かを、ス ライス単位より細

かし、P r e d u i c i t i o n U n i t ( P U ) 卓位のm e r g e f I a

g により切 り替えることができる。

[0095] ( b ) 選択単位 ： （S ) 空間ダイ レク 卜を利用するか （T ) 時間ダイ レク

卜を利用するか、を 2 拓ではな く、より多数の候補値か らm e r g e ί d

x により指定することができる。具体的には、符号化 復号プロセスにおい

てマ一 ジモ一 ドで利用される動 きべク トルの候補 リス 卜であるマージ候補 リ

ス ト （m e r g e C a n d L i s t ) を導出する。 この リス 卜中の符号列か

ら指定されるインデクスの値 （m e r g e ί d x の値）により、 どの動 き



べク トル候補を用いるかを特定する。

[0096] マージモー ドについての処理が開始されると、符号化制御部 1 0 8 は、m

e r g e i d x の値および ί の値を 「0 」にセッ卜する （ステツプS 0

1 ) 。ここで、 ί は候補を区別するための便宜上の候補番号である。

[0097] イン トラ ' インタ一予測部 1 0 7 は、候補プロック [ 1 . Ν ] に以下の 2

つの類型のプロックを設定する （ステップS 1 0 2 ) 。ここで、 Ν = 6 であ

るとする。

[0098] ( s ) 候補プロック [ 1 ··· ( Ν - 1 ) ] は、空間ダイレク 卜のための 1以上

の候補であり、候補プロックの場所により [ 1 ··· 5 ] を区別する。

[0099] ( t ) 候補プロック [ N ] は、時間ダイレク 卜のための候補である。空間

ダイレク 卜に追加 （a p p e n d ) した場合のェン トリ値 「6 」がC o I

o c a t e d プロックのィンデクスに該当する。図 1 0 を用いて後述する。

[01 00] ステップS 0 3 以下は、符号化制御部 1 0 8 が候補を特定する番号 ί を

インクリメン ト （ステップS 1 0 3 ) しつつ、精度のよい目的関数にあった

出力する動きべク トル導出モ一 ドを決定するループである。

[01 0 1 ] イン トラ ' インタ一予測部 1 0 7 は、候補プロック [ ί ] が、メモリ上で

利用可能 （a v a ί I a b I e ) か否かを判定する （ステップS 1 0 4 ) 。

例えば、位置的に符号化対象プロックよりも下方向に位置するプロック等の

符号化 （復号）済みでないプロック （メモリに保持されていないプロック）

については、利用できないと判定される。

[01 02] 判定の結果、利用できない場合 （ステップS 1 0 4 で N o : n o t a v

a i l a b l e ) は、 m e r g e i d x の値を現在の値のまま保ちつつ、

次の候補 ί に移る （ステップS 0 3 へ戻る）。

[01 03] 判定の結果、利用できる場合 （ステップS 1 0 4 でY e s : a v a i l a

b I e ) は次のステップに進む。

[01 04] イン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 は、候補プロック [ ί ] のm o t ί o n

d a t a ( m v L O , m v L 1 , r e f l d x L O , r e f l d x L I の

組、以下同 じ）が、過去の候補プロック [ 1 （ί _ 1 ) ] について試行済



の m o t i o n d a t a ( m v L O , r e f l d x L O , m v L 1 , r e

f I d x L ) と重複するか否かを判定する （ステ ップ S 1 0 5 ) 。 この判

定については図 1 2 を用いて後述する。

[01 05] 判定の結果、重複する場合 （ステ ップ S 1 0 5 で Y e s : d u p l i c a

t e d ) は、 m e r g e i d x の値 を現在の値のまま保ちつつ、次の候補

i に移 る （ステ ツプ S 0 3 へ戻る）。

[01 06] 判定の結果、重複 しない、即ち、新 しい m o t i o n d a t a である場

合 （ステ ツプ S 1 0 5 で N o : n o t d u p l i c a t e d ) は、次のス

テ ツプに進む。 尚、利用可能か否かの判定処理 （ステ ップ S 1 0 4 ) と重複

するか否かの判定処理 （ステ ップ S 1 0 5 ) によ り出来上がるのが、動 きべ

ク トル についてのマージ候補 リス ト （m e r g e C a n d L i s ) であ り、

図 1 1 を用いて後述する。

[01 07] 次 に、 イン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 は、候補 プロック [ ί ] の m o t

i o n d a t a ( m v L O , r e f l d x L O , m v L 1 , r e f l d x

L ) を取得あるいは導 出する （ステ ップ S 1 0 6 ) 。 ここで、候補 プロッ

ク [ ί ] が、時間ダイ レク 卜を前提 とするC o I o c a t e d プロックであ

る場合は、図 1 4 を用いて後述するスケー リング処理 を行 う。

[01 08] なお、本実施の形態では、 ステ ップ S 1 0 6 において、候補 プロック [ ί

] が、時間ダイ レク 卜を前提 とするC o I o c a t e d プロックである場合

は、図 1 4 を用いて後述するスケー リング処理 を行 うように したが、必ず し

もこれに限 らない。例 えば、 ステ ップ S 0 2 において、 C o I o c a t e

d プロックを候補 プロックに追加する際に、あ らか じめ図 1 4 を用いて後述

するスケ一 リング処理 を施 した m o t i o n d a t a ( m v L O , r e

f l d x L O , m v L 1 , e f I d x L 1 ) を取得 し、 ステ ツプ S 1 0 5

において、過去の候補 プロックと重複するm o t i o n d a t a を候補 プ

ロックに追加 しないようにすることが考 え られる （図 1 7 ) 。 これによ り、

重複するm o t i o n d a t a をよ り多 く候補 プロックか ら省 くことがで

き、処理用削減 および、符号化効率 を改善することがで きる。



[01 09] 決定 された m o t i o n d a t a を用いて、符号化制御部 1 0 8 の制御

の下符号化装置全体 を用いてインタ一符号化 を試行する （ステ ップ S 1 0 7

) 。符号化制御部 1 0 8 は、例 えば、エ ン トロピ一符号化部 1 1 0 の出力結

果の ビッ 卜ス トリーム [ ί ] を得 る。

[01 10] 符号化制御部 1 0 8 は、例 えば ビッ トス トリ一厶長 （圧縮効率）や処理遅

延等 を観点 と した 目的に応 じ、現在の候補 [ ί ] の結果が過去の候補 [ 1

( - ) ] の結果 よ り優れる （所定の 目的関数の最大値 （あるいは最小値

) を示すか否か）を判定する （ステ ップ S 1 0 8 ) 。

[01 11] この判定の結果、過去の候補 [ 1 し _ 1 ) ] の結果 よ り優れる場合 （

ステ ツプ S 1 0 8 で Y e s : b e t t e r c a n d i d a t e ) 、現時点

の m e r g e ί d x の値 を、実際に符号化 復号 に用いる予定の m e r g

e i d x の番号 と して保持する （ステ ップ S 1 0 9 ) 。簡単 には、 よ り目

的にあ った結果 を出力 した場合の有効エ ン トリ番号 m e r g e i d x を d

u m m y m e r g e i d x の変数 に記憶 してお く処理である。

[01 12] イ ン トラ ' イ ンタ一予測部 1 0 7 は、今回の候補 ί は、エ ン トリ番号 と し

て有効であ つた と して次のェ ン 卜リに移 るため、 m e r g e i d x の値 を

インク リメン トする （ステ ップ S 1 1 0 ) 。

[01 13] 符号化制御部 1 0 8 は、全ての候補 プロックについての試行が行われたか

を判定する （ステ ップ S 1 1 1 ) 。

[01 14] 判定の結果が、全てのプロックについての処理が完 了 した こと （ステ ップ

S 0 で設定 した最後の候補 プロック [ N ] である、 （t ) 時間ダイ レク

卜用の c o I o c a t e d プロックにおける試行が行われた）を示す場合

(ステ ップ S 1 で Y e s ) 、次のステ ップに進む。

[01 15] 判定の結果が、 まだ候補 プロックが残 っている場合 （ステ ップ S 1 1 で

N o ) は、候補番号 ί を増加 させつつ、次の候補 についての試行 を行 う。

[01 16] 所定の 目的関数の最大値 （あるいは最小値）を出力 した、 d u m m y m

e r g e ί d x を、実際に符号化列に出力するインデ クス番号であるマ一

ジィンデ クス （m e r g e i d x ) と決定する （ステ ップ S 1 1 2 ) 。



[01 17] 以上が、マージモー ドを利用 した場合の符号化動作である。

[01 18] 図 1 0 は、 ステ ップ S 1 0 2 でイ ン トラ ィンタ一予測部 1 0 7 が設定す

るマージ候補 プロック [ 1 ··· 6 ] を説明する図である。

[01 19] 候補 プロックは （s ) 空間的に隣接する 1 以上のプロック （図中 （s ) 隣

接空間プロック [ 1 ··· ( Ν — 1 ) ] と、 （t ) 時間的に隣接する 1 つのプロ

ック （図中 （t ) C o l o c a t e d プロック [ N ] とを含んでいる。

[01 20] マージ候補 リス トの うち、 m e r g e ί d X のインデ クス値の小さし、、

言い換 えれば最初 に列挙 される、候補ェ ン 卜リ （あるいは複数のェ ン 卜リ）

となるのは、空間的に隣接するプロックである。空間的に隣接するとは、図

中の （S 1 ) 水平方向、あるいは、 （S 2 ) 垂直方向のいずれかにおいて隣

接 していることである。

[01 2 1 ] なお、隣接 を観念する単位 は、同 じ動 きベ ク トル を適用する動 きデータの

単位である P U である。即ち、符号化対象 プロックC u r r B I k を含む

C u r r e n t P U に隣接する P U であるか どうかである。図中でプロック

B 0 ~ B 2 は、垂直方向に隣接 しているプロックの例であ り、各 々のプロッ

クを含む P U が隣接する P U にな り、 その m o t i o n d a t a ( m v L

0 ， r e f l d x L O , m v L 1 , e f I d x L ) が利用される。図中

でプロックA 0 、 A は水平方向に隣接 しているプロックの例である。

[01 22] マージ候補 リス トの末尾 に、 m e r g e ί d X のインデ クス値の最 も大

きい、言い換 えれば最後 にエ ン トリされる候補エ ン トリが、時間方向に隣接

するプロックである。 この図では、 C u r r e n t プロックの参照 ピクチャ

リス トL 1 (ない場合は、 L 0 ) のイ ンデ クス値 0 で指定される ピクチャに

存在するC o _ I o c a t e d プロックである。

[01 23] 図 1 1 は、 ステ ップ S 1 0 3 以降の処理で生成 されるマージ候補 リス ト （

m e r g e C a n d L i s t ) の概念 を説明する図である。図中左側の ί (

--- 6 ) が、 ステ ップ S 0 3 等の候補番号 ί に該当する。

[01 24] ί = [ 1 . 5 ] のエ ン トリが、 （s ) 空間的に隣接する 1 以上のプロック

(図 1 0 の A 0 Β 2 ) に対応する。 ί = 6 のエ ン トリが、 （t ) 時間的に



隣接する 1 つのプロック （図 1 0 ( t ) C o I o c a t e d プロック [ N

] に対応する。

[01 25] 候補 1 6 の うち有効なェ ン 卜リ番号 となるのが m e r g e i d x であ

る。図中、 ί = 3 、 5 は、 D u p l i c a t e d m o t i o n v e c t

o r s であることを示 している。 これは、 ステ ップ S 1 0 5 で、 イン 卜ラ

インタ一予測部 1 0 7 は、候補 プロック [ ί ] の m o t i o n d a t a (

m v L 0 , m v L 1 , r e f l d x L O , r e f I d x L 1 の組、以下同 じ

) が、過去の候補 プロック [ 1 ( i - ) ] について試行済の m o t i o

n d a t a ( m v L O , r e f l d x L O , m v L 1 , e f I d x L

) と重複すると判定されたェ ン 卜リであることを示 している。

[01 26] 図 1 2 は、 ステ ップ 1 0 5 の重複判定で重複 と判定する例 を示す図である

。 m o t i o n d a t a が候補 よ り上のェ ン 卜リの値が重複するm o t i

o n d a t a である場合 について説明する図である。

[01 27] C u e n t P U に対 して上方向 B の位置で隣接するプロックの m o

t i o n d a t a は、実際には B 0 および B N を含む 1 つの P U に対 して

つ定義 される場合、候補番号 3 や 5 に対応する B 0 および B N の プロック

の m o t i o n d a t a のィ は、重複 した m o t i o n d a t a とな り

リス 卜か らエ ン トリを削除することになる。従 って、図 1 1 のように、 m e

r g e C a n d L i s t は、 m e r g e i d x の最大ィ直を 「2 」 に圧縮 し

た リス 卜にすることがで きる。

[01 28] 図 1 3 は、 ステ ップ S 1 0 6 で実行する、マージ候補 プロック [ ί ] の m

o t i o n d a t a m v L O , r e f l d x L O , m v L 1 , e τ I

d x L ) を取得する処理 を説明するフロー図である。

[01 29] 処理 が開始 されると、符号化制御部 1 0 8 は、隣接 プロック [ ί ] の隣接

方向を判定する （ステ ップ S 2 0 1 ) 。

[01 30] 判定の結果、隣接方向が空間方向 （図 1 1 の表で ί が 1 ー 5 の値）の場合

、候補 プロック [ ί ] の含 まれる P U の m o t i o n d a t a を、符号化

対象 プロックの m o t i o n d a t a と してそのまま決定する （ステ ツプ



S 2 0 2 ) 。

[01 3 1 ] 判定の結果、隣接方向が時間方向 （図 1 1 の表で ί が 6 ) の場合、候補 プ

ロック [ 6 ] である c o I o c a t e B I o k ( C o I B I k ) の m v L

O C o I を、乗算 による時間ダイ レク 卜スケー リング処理 によ りスケールす

る （ステ ツプ S 2 0 3 ) 。

[01 32] このスケー リング処理 について、図 1 4 を用いて説明する。

[01 33] 図 1 4 は、 ステ ップ S 2 0 3 のスケー リング処理 を説明するフロー図であ

る。

[01 34] まず、 イン トラ ' イ ンタ一予測部 1 0 7 は、図 6 の S T E P 1 の式で表 さ

れるように、符号化対象 ピクチャ c u r r P i c O r F i e l d 、符号化対

象 プロックの参照する参照 ピクチャ p ί c 0 、 c o _ I o c a t e d プロッ

クが含 まれる ピクチャ p i c 1 、 および、 c o _ I o c a t e d プロックが

参照する参照 ピクチャ P i c 0 の表示順の値 を用いて、 D ί s t S c a I e

F a c t o r を算 出する （ステ ップ S 3 0 1 ) 。 そ して、 イン トラ - イ ンタ

—予測部 1 0 7 は、図 6 の S T E P 2 の式で表 されるように、 c o — I o c

a t e d プロックの動 きべ ク 卜リレm v C o I に D i s t S c a I e F a c t

o r を乗算することによ り、動 きベ ク トル m v L 0 を算 出する （ステ ップ S

3 0 2 ) 。次 に、 イン トラ ' イ ンタ一予測部 1 0 7 は、算出 した動 きべ ク 卜

ル m v L O の水平成分、 および、垂直成分の大 きさが、ある ビッ ト精度で表

す ことが可能な大 きさの範囲内に収 まっているか否かを判定する （ステ ップ

S 3 0 3 ) 。 この判定の結果、範囲内に収 まっている場合 （ステ ップ S 3 0

3 で Y e s ) 、 イ ン トラ ' イ ンタ一予測部 1 0 7 は、算出 した動 きべ ク トル

m V L 0 を持つマージプロック候補 と して、マージ候補 リス トm e r g e C

a n d L i s t に追加する （ステ ツプ S 3 0 4 ) 。 一方、範囲内に収 まって

いない場合 （ステ ップ S 3 0 3 で N o ) 、 イ ン トラ ' イ ンタ一予測部 1 0 7

は、 c o _ l o c a t e d プロックか ら算出するマージプロック候補 を n o

t a v a i l a b l e と し、マ一ン l矣補 リス 卜m e r g e C a n d L i s

t に追加 しないようにする （ステ ップ S 3 0 5 ) 。



[01 35] このように、 スケー リング処理後の動 きベ ク トルの値が、ある ビッ ト精度

で表す ことが可能な値の範囲を超 えた場合は、 その動 きべ ク トル を持つマ一

ジプロック候補 をマ一ジ候補 リス トに追加 しないようにすることによって、

符号化側 および復号側で扱 う動 きべ ク トルの大 きさの範囲を、ある ビッ 卜精

度で表す ことが可能な範囲に常に収めることが可能 になる。例 えば、ある ビ

ッ 卜精度 と して、 1 6 b ί t を仮定 した場合、 スケ一 リング処理後の動 きべ

ク トル m V L 0 の水平成分 も しくは垂直成分の値が、 — 3 2 7 6 8 以上 + 3

2 7 6 7 以下 を満たさない場合は、動 きべ ク トル m V L 0 を持つマージプロ

ック候補 をマージ候補 リス トに追加 しないようにする。 これによつて、符号

化側 および復号側で扱 う動 きべ ク トルの大 きさの範囲を、 1 6 b ί t 精度 で

表す ことが可能な範囲に常に収めることが可能 になる。

[01 36] なお、本実施の形態では、動 きベ ク トルの水平成分、垂直成分 ともに、 1

6 b ί t 精度 に収める例 を示 したが、必ず しもこれに限 らない。例 えば、水

平成分 を 1 6 b ί t 精度、垂直成分 を 1 4 b ί t 精度 に収めたい場合 には、

スケ一 リング処理後の動 きべ ク トル m V L 0 の水平成分の値が、 — 3 2 7 6

8 以上 + 3 2 7 6 7 以下、動 きベ ク トル m V L 0 の垂直成分の値が、 — 8 1

9 2 以上 8 1 9 1 以下であるかを判定 し、 いずれかを満たさない場合は、動

きべ ク トル m V L 0 を持つマージプロック候補 をマージ候補 リス 卜に追カロし

ないように しても構わない。 これによ り、動 きベ ク トルの大 きさの範囲を、

水平成分 と垂直成分で別 々に一定範囲以内に収めることが可能 となる。

[01 37] また、本実施の形態では、 スケー リング計算 によって算出する動 きべ ク 卜

ルの例 と して参照 ピクチャ リス トL 0 の動 きべ ク トル m V L 0 を用いた例 を

示 したが、必ず しもこれに限 らず、参照 ピクチャ リス トL 1 の動 きベ ク トル

m V L を算 出する場合 にも適用可能である。

[01 38] また、本実施の形態では、 ステ ップ S 3 0 2 で c o _ I o c a t e d プロ

ックの動 きべ ク トリレm v C o I に D i s t S c a I e F a c t o を乗算 し

て m v L O を算出 し、 m v L O の水平成分、 または垂直成分のいずれかが、

ある ビッ 卜精度で表す ことが可能な範囲を超 えている場合 には、 c o _ I o



c a t e d プロックから算出するマージプロック候補をマージ候補 リス トに

追加 しないようにしたが、必ず しもこれに限らず、例えば、 c o _ l o c a

t e d プロックが 2 方向予測の場合などは、m v C o I に c o _ l o c a t

e d プロックの持つもう一方の動きべク トルをセッ卜して、ステツプS 3 0

2 からステップS 3 0 5 の処理を行うことによって、マージプロック候補を

算出するようにしても構わない。これにより、 c o — I o c a t e d プロッ

クから算出されるマージプロック候補の減少を抑制することができ、符号化

効率を向上できる。

[01 39] また、本実施の形態では、ステップS 3 0 5 において、動きベク トルm v

L 0 の水平成分、または垂直成分のいずれかが、あるビット精度で表すこと

が可能な範囲を超えている場合には、 c o _ l o c a t e d プロックから算

出するマージプロック候補をマ一ジ候補 リス トに追加 しないようにしたが、

必ず しもこれに限らない。例えば、図 1 5 のステップS 4 0 1 に示すように

、動きベク トルm V L 0 の水平成分、または垂直成分の値を、あるビット精

度で表すことが可能な大きさにクリップし、クリップ後の動きべク トルを持

つマージプロック候補として、マージ候補 リス 卜に追加するようにしても構

わない。例えば、あるビッ卜精度として 1 6 b i t 精度を仮定 した場合に、

スケ一リング処理後の動きべク トルの水平成分の値が+ 3 2 7 6 7 を超えた

場合は、クリップ後の動きべク トルの水平成分として+ 3 2 7 6 7 を用いて

、マージプロック候補を算出するようにしても構わない。また、例えば、ス

ケ一リング処理後の動きべク トルの水生成分の値が— 3 2 7 6 8 を下回った

場合は、クリップ後の動きべク トルの水平成分として—3 2 7 6 8 を用いて

、マージプロック候補を算出するようにしても構わない。

[0140] また、本実施の形態では、あるビット精度に固定 して動きベク トルの大き

さ制限する例を示 したが、必ず しもこれに限らない。例えば、シーケンスパ

ラメ一タセット （S P S ) 、 ピクチャパラメータセット （P P S ) 、および

スライスヘッダ等のヘッダ部に、動きべク トルの大きさを制限するフラグお

よび、そのビット精度を付加 し、シーケンス、 ピクチャおよびスライス単位



で、動 きベク トルの制限値を切 り替えるように しても構わない。 また、 プロ

フ ァイル や レベル等で、動 きベク トルの ビッ ト精度を設定 し、 プロフ ァイル

や レベルに応 じて動 きベク トルの制限値を切 り替えるように しても構わない

[0141 ] 次 に、本実施の形態 1 の動画像符号化装置により符号化された ビッ トス 卜

リ一厶か ら動画像を復元する動画像復号装置について、説明する。

[0142] 図 1 6 は、本実施の形態 1 の動画像復号装置の構成を示すプロック図であ

る。

[0143] 動画像復号装置 2 0 0 は、入力された符号化済 ビッ トス トリームを復号 し

、メモ リ （復号 ピクチャメモ リ）にバ ッファリングされた復号済画像信号を

、所定のタイミングで表示順に出力する。

[0144] 動画像復号装置 2 0 0 は、図 1 6 に示すように、主に、エン トロピ一復号

部 2 0 1 、逆量子化部 2 0 2 、逆変換部 2 0 3 、加算部 2 0 4 、 メモ リ2 0

7 、 イ ン トラ ' イ ンタ一予測部 2 0 5 、及び、復号制御部 2 0 6 を備えてい

る。同一名称の各部の機能は図 8 で示 した動画像符号化装置内の各処理部に

対応するものである。

[0145] エ ン トロピ一復号部 2 0 1 は、入力された符号化済 ビッ トス トリームに対

して、エン トロピー復号処理を行い、量子化済残差信号および復号制御信号

等を出力する。

[0146] 逆量子化部 2 0 2 は、エン トロピ一復号処理によって得 られた量子化済残

差信号に対 し、逆量子化処理を行 う。逆変換部 2 0 3 は、逆量子化処理によ

つて得 られた済残差信号を、周波数領域か ら画像領域への変換することによ

り、復元済残差信号を出力する。

[0147] 加算部 2 0 4 は、復元済残差信号 と予測画像信号 とを加算 し、復号画像信

号にする。

[0148] イン トラ インタ一予測部 2 0 5 は、復号画像信号をフレームまたはプロ

ック等所定の単位でメモ リ2 0 7 に蓄積するとともに、復号制御部 2 0 6 の

指示を受け、加算部 2 0 4 に与える予測画像信号 （復号画像信号 と動 きべク



トルとに基づいて導出された画素値）を生成 し、出力する。

[0149] 動画像符号化装置 1 0 0 と同様に、本実施の形態のスケ一リング処理はィ

ン トラ ィンタ一予測部 2 0 5 において実行される。なお、本実施の形態の

動画像復号装置 2 0 0 では、追加部および選択部は、イン トラ ィンタ一予

測部 2 0 5 に相当する。また、本実施の形態の動画像復号装置 2 0 0 では、

復号部は、エン トロピ一復号部 2 0 1、逆量子化部 2 0 2 、逆変換部 2 0 3

、および加算部 2 0 4 等に相当する。

[01 50] 復号制御部 2 0 6 は、図中の各処理部並びにピクチャをどのような制御パ

ラメ一タで復号するかを、エン トロピ一復号部 2 0 で解析された復号制御

情報から得る。符号化ビットス トリーム中の復号制御情報には、図 9 のステ

ップS 1 2 で決定されたマージインデクス （m e r g e i d x ) が含ま

れている。

[01 5 1 ] 図 1 7 は、実施の形態 1 の動画像復号装置における動作を説明するフ口一

図である。

[01 52] ここでは、復号制御部 2 0 6 が、復号制御信号の情報から、 「復号対象プ

ロック （C u r r B I k ) (あるいは、復号対象プロックが含まれる予測

単位 P U プロック）が、インタ一符号化されたものであり （M O D E I N

T E R ) 、かつ、M e r g e M O D E を利用すること」を判定 した場合の動

作について説明する。

[01 53] まず、イン トラ ィンタ一予測部 2 0 5 が、図 1 1 で説明 したマージ候補

リス ト （m e r g e C a n d L i s t ) を口一カルに生成する。口一カルに

とは、イン トラ ' インタ一予測部 2 0 5 は、動画像符号化装置 1 0 0 の動作

と同様の方法で、符号化ビッ卜ス トリームからの情報によらずにこのリス ト

を生成することを意味する。

[01 54] 図中の ί = 1 6 は、図 1 1 の定義と同 じである。

[01 55] イン トラ ' インタ一予測部 2 0 5 は、候補プロック番号 ί = 1 6 につい

て、それぞれステップS 5 0 1 〜ステップS 5 0 5 の処理を行う。イン トラ

ィンタ一予測部 2 0 5 は、候補プロック番号 ί を判定する （ステツプS 5



0 1 ) 。候補 プロック番号 ί = ' 5 の場合、 イン トラ ィンタ一予測部 2

0 5 は、空間隣接 プロックについて動 きデータを取得する （ステ ップ S 5 0

2 ) 。

[01 56] 候補 プロック番号 ί = 6 の場合、 イン トラ ' イ ンタ一予測部 2 0 5 は、 c

o I o c a t e d プロックの動 きデータを用いて、図 1 3 のステ ップ S 2 0

3 と同様の方法でスケー リング処理 を行 う （ステ ップ S 5 0 3 ) 。

[01 57] 次 に、 イン トラ ' イ ンタ一予測部 2 0 5 は、 ステ ップ S 5 0 2 あるいはス

テ ツプ S 5 0 4 にて得 られた動 きデータが、 m e r g e C a n d L i s t 中

の上位のェ ン トリのデータとデータの値が重複 しているか否かを判定する （

ステ ツプ S 5 0 4 ) 。

[01 58] 判定の結果、重複 している場合 （ステ ップ S 5 0 4 で Y e s ) は、次の候

補 プロック番号 ί に進む。

[01 59] 判定の結果、重複 していない場合 （ステ ップ S 5 0 4 で Ν ο ) は、 イン 卜

ラ ィンタ一予測部 2 0 5 は、マージ候補 リス ト （m e r g e C a n d L ί

s t ) の末尾 に動 きデータを追加する （ステ ップ S 5 0 5 ) 。

[01 60] このように して、 ステ ップ S 5 0 1 〜ステ ップ S 5 0 5 によ りマージ候補

リス ト （m e g e C a n d L i s t ) が初期化生成 される。

[01 6 1 ] 次 に、 イン トラ ィンタ一予測部 2 0 5 は、所定の条件 を満たす場合、マ

—ジ候補 リス ト （m e r g e C a n d L i s t ) の更新処理 を行 う （ステ ツ

プ S 5 0 6 ) 。例 えば、更新処理 は図 1 8 に示すようなものであ り、符号化

側 と暗黙的に （ί m p I i c i t ) に共有 されているルール に従 うものであ

る。図 1 8 ( a ) は、初期化生成 されるマージ候補 リス ト （m e r g e C a

n d L i s t ) を示す図であ り、図 1 8 ( b ) は、更新処理 された後のマ一

ジ候補 リス ト （m e r g e C a n d L i s t ) を示す図である。図 1 8 ( b

) に示す例では、マージインデ クス （m e r g e i d x ) の値 が 「0 」の

候補 （m v L O A , r e f 0 ) と 「1 」の候補 （m v L 1 B , r e f 0

) とを組み合わせて、マージインデ クス （m e r g e i d x ) の値 が 「2

」の候補 （m v L O A ， r e f 0 , m v L B ， r e f O ) が生成 され



ている。

[01 62] 以下、 この リス トを用いて、動 きベ ク トル m v L O，m v L 1 のマ一ジモ

一 ド選択処理 を行 う。

[01 63] ェ ン トロピ一復号部 2 0 1 によって m e r g e I d x がェ ン トロピ一復

号 され、 イン トラ ィンタ一予測部 2 0 5 は この m e r g e I d x の値 を

受け取 る （ステ ップ S 5 0 7 ) 。

[01 64] イ ン トラ ' イ ンタ一予測部 2 0 5 は、 m e r g e I d X の値で特定され

るマージモー ドで利用する動 きデータm o t i o n d a t a を、 マージ候

補 リス トの候補か ら 1 つ選択する （ステ ップ S 5 0 8 ) 。

[01 65] 最後 に、選択 した動 きデータm o t ί o n d a t a ( m v L 0 , r e f

I d x L 0 , m v L , e f I d x L ) における動 きべ ク トル m v L 0

，m v L 1 の示す位置の画素テ一タ ( p i x e I s L O と p i x e I s L 1

) を取得 し、 これ らの画素データを用いて予測画像信号 を導 出する （ステ ツ

プ S 5 0 9 ) 。

[01 66] このように、 スケー リング処理後の動 きベ ク トルの値が、ある ビッ ト精度

で表す ことが可能な値の範囲を超 えた場合は、 その動 きべ ク トル を持つマ一

ジプロック候補 をマ一ジ候補 リス トに追加 しないようにすることによって、

符号化側 および復号側で扱 う動 きべ ク トルの大 きさの範囲を、ある ビッ 卜精

度で表す ことが可能な範囲に常に収めることが可能 になる。

[01 67] なお、本実施の形態では、図 1 4 のステ ップ S 3 0 2 におけるスケ一 リン

グ処理後 に、算出 した動 きべ ク トルがある ビッ 卜精度で表す ことが可能な大

きさの範囲内であるか否かを判定するように したが、必ず しもこれに限 らな

し、。例 えば、図 1 7 のステ ップ S 5 0 8 において、 m e r g e i d x で選

択 された動 きべ ク トル m v L O が、ある ビッ 卜精度で表す ことが可能な範囲

であるか否かを判定 し、 その範囲外であれば、範囲内に収 まるようにク リツ

プするように しても構わない。

[01 68] また、本実施の形態では、非特許文献 2 で検討が進め られている H E V C

のマージモー ドを用いて、 スケー リング処理後の動 きべ ク トルの大 きさの範



囲を、ある ビッ ト精度で表す ことが可能な範囲に収める例 を示 したが、同様

に、非特許文献 2 で検討が進め られている H E V C の A M V P の予測動 きベ

ク トル候補 を算出する方式に対 しても適用可能である。

[01 69] 図 1 9 A は、非特許文献 2 の H E V C における動 き予測ベ ク トル m V p L

X について説明する図であ り、図 1 9 B は、動 き予測ベ ク トル m V p L X の

や矣補 リス 卜m v p L i s t L X ( m v p L i s t L O とm v p L i s t L 1

) を説明する図である。

[01 70] 動 き予測ベ ク トル m V p L X は、図 1 9 A に示すように動 き検 出によ り導

出された動 きべ ク トル m V L X との差分である動 き差分べ ク トル m v d L X

を求めるために用い られる。 そ して、 この動 き差分ベ ク トル m V d L X が符

号化 される。図 1 9 B 中 m v p i d x I 0 の値 が、符号化 される （復号

側で抽出される） m V p ί d X — I X の値 に対応する。 このインデ クスの

値 （0 ， 1 ， 2 ) で決定されるm V p L i s t L X N [ m v p i d x I

X ] の動 きデータが、動 き予測べ ク トル m V p ( p r e d ί c t o r ) とな

る。図中の N は空間的 あるいは時間的にどの位置のプロックの動 きべ ク 卜

ルの値 を動 きべ ク トルの予測値 と して用いるかを示 している。

[01 7 1 ] 図 2 0 は、 図 1 9 B に示す N の値 （A 、 B、 C o l ) による予測候補 プロ

ック群、あるいは予測候補 プロックを説明する図である。図中黒塗 りされた

プロックが符号化 （復号）対象 プロックC u r r B I k である。 ピクチャ番

号 p i c N u m 3 0 2 中の プロックである。図中ハ ッチ ングされたプロック

が、復号対象 プロックC u r r B I k (あ るいはこのプロックが含 まれる

予測単位 P U プロック） と略同 じ空間座標位置 （x ， y ) に位置するが p i

c N u m が異なる （時間的に異なる） ピクチャに存在する、所謂 C o I o

c a t e d プロック （C o I B I k ) である。 この例では、 C o I B I

k は p i c N u m 3 0 とは異なる p i c N u m 3 0 3 に位置するとする。

H E V C では、 これ らの位置 A ， B ， C o I の位置のプロック N B I k (

A B I k ， B B I k ， C o I B I k ) の動 きべ ク トル m v L O A , m

v L 0 B , m v L O C o l , または （m v L 1 A ，m v L 1 B ，m v L 1 C



o l ) を、 D i s c S c a l e F a c t o r と呼ばれる比率で乗算すること

によ り、動 き予測べ ク トル m V p L 0 , m v p L 1 と して予測候補 に利用す

る。

[01 72] 本実施の形態では、 その際、乗算 によ り算出された予測動 きベ ク トルが、

ある ビッ 卜精度で表す ことが可能な範囲に収 まるか否かを判定 し、 その範囲

内に収 まらなければ、予測動 きベ ク トル候補の リス トに追加 しない。 これに

よ り、予測動 きベ ク トル、 または、符号化対象 プロックの動 きベ ク トル と予

測動 きべ ク トル とか ら算出される差分動 きべ ク トルの大 きさの範囲を、ある

ビッ ト精度で表す ことが範囲に収めることがで きる。なお、乗算 によ り算出

された予測動 きべ ク トルがある ビッ 卜精度で表す ことが可能な範囲内に収 ま

らなければ、 その範囲内に収 まるようにク リップ した予測動 きべ ク トル を予

測動 きべ ク トル候補の リス 卜に追加するように しても構わない。

[01 73] 以上、本発明の 1 つ または複数の態様 に係 る動画像符号化装置および動画

像復号装置 について、実施の形態 に基づいて説明 したが、本発明は、 この実

施の形態 に限定されるものではない。本発明の趣 旨を逸脱 しない限 り、 当業

者が思いつ く各種変形 を本実施の形態 に施 したものや、異なる実施の形態 に

おける構成要素 を組み合わせて構築 される形態 も、本発明の 1 つ または複数

の態様の範囲内に含 まれてもよい。

[01 74] なお、上記各実施の形態 において、各構成要素は、専用のハー ドウェアで

構成 されるか、各構成要素 に適 したソフ 卜ウェアプログラムを実行すること

によって実現 されてもよい。各構成要素は、 C P U またはプロセ ッサな どの

プログラム実行部が、ハ 一 ドデ ィスクまたは半導体 メモ リな どの記録媒体 に

記録 されたソフ 卜ウェアプログラムを読み出 して実行することによって実現

されてもよい。 ここで、上記各実施の形態の動画像符号化装置 または動画像

復号装置な どを実現するソフ 卜ウェアは、次のようなプログラムである。

[01 75] すなわち、 このプログラムは、 コンピュータに、複数の ピクチャをプロッ

ク毎 に符号化する動画像符号化方法であ って、符号化対象 ピクチャに含 まれ

符号化対象 プロックに空間的に隣接する、 または、前記符号化対象 ピクチャ



とは異なる ピクチャに含 まれる時間的に隣接する 1 以上の対応 プロックのそ

れぞれについて、 リス トに前記対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加

する追加ステ ップと、前記 リス 卜か ら、前記符号化対象 プロックの符号化の

ために用いる動 きべ ク トル を選択する選択ステ ップと、前記選択ステ ップに

おいて選択 された前記動 きベ ク トル を用いて前記符号化対象 プロックを符号

化する符号化ステ ップとを含み、前記追加ステ ップでは、前記時間的に隣接

する対応 プロックの第 1 の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理することによ り

第 2 の動 きベ ク トル を算出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の

大 きさの範囲に含 まれるか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所

定の大 きさの範囲内に含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プロ

ックの動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する動画像符号化方法 を実行 さ

せる。

[01 76] あるいは、 このプログラムは、 コンピュータに、複数の ピクチャをプロッ

ク毎 に復号する動画像復号方法であ って、復号対象 ピクチャに含 まれ復号対

象 プロックに空間的に隣接する、 または、前記復号対象 ピクチャとは異なる

ピクチャに含 まれる時間的に隣接する 1 以上の対応 プロックのそれぞれにつ

いて、 リス トに前記対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加する追加ス

テ ツプと、前記 リス 卜か ら、前記復号対象 プロックの復号のために用いる動

きべ ク トル を選択する選択ステ ップと、前記選択ステ ップにおいて選択 され

た前記動 きべ ク トル を用いて前記復号対象 プロックを復号する復号ステ ツプ

とを含み、前記追加ステ ップでは、前記時間的に隣接する対応 プロックの第

1 の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理することによ り第 2 の動 きべ ク トル を

算出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 きさの範囲に含 まれ

るか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の大 きさの範囲内に

含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プロックの動 きべ ク トル と

して前記 リス トに追加する動画像復号方法 を実行 させる。

[01 77] (実施 の形態 2 )

上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法 （画像符号化方法） または動



画像復号化方法 （画像復号方法）の構成を実現するためのプログラムを記憶

メディアに記録することにより、上記各実施の形態で示 した処理を独立 した

コンピュータシステムにおいて簡単に実施することが可能となる。記憶メデ

ィァは、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、 I C カー ド、半導体

メモ リ等、プログラムを記録できるものであればよい。

[ 0 178] さらにここで、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法 （画像符号化

方法）や動画像復号化方法 （画像復号方法）の応用例 とそれを用いたシステ

厶を説明する。当該システムは、画像符号化方法を用いた画像符号化装置、

及び画像復号方法を用いた画像復号装置からなる画像符号化復号装置を有す

ることを特徴 とする。システムにおける他の構成について、場合に応 じて適

切に変更することができる。

[01 79] 図 2 1 は、コンテ ンツ配信サービスを実現するコンテ ンツ供給システムex

1 0 0 の全体構成を示す図である。通信サービスの提供エ リアを所望の大き

さに分割 し、各セル内にそれぞれ固定無線局である基地局ex 1 0 6 、 ex 0

7 、 ex 1 0 8 、 ex 1 0 9 、 ex 1 1 0 が設置されている。

[01 80] この コンテ ンツ供給システムex 1 0 0 は、 イ ンタ一ネッ トex 1 0 1 にイ ン

タ一ネッ 卜サ一ビスプロバイダex 1 0 2 および電話網 ex 1 0 4 、および基地

局ex 1 0 6 からex 1 1 0 を介 して、コンピュータex 1 1 1 、 P D A (Persona

L Di g i t a l Ass i stant) ex 1 1 2 、カメラex 1 1 3 、携帯電話ex 1 1 4 、ゲ一

厶機 ex 1 5 などの各機器が接続される。

[01 8 1 ] しか し、コンテ ンツ供給システムex 1 0 0 は図 2 1 のような構成に限定さ

れず、いずれかの要素を組合せて接続するように してもよい。また、固定無

線局である基地局ex 1 0 6 からex 1 0 を介さずに、各機器が電話網 ex 1 0

4 に直接接続されてもよい。また、各機器が近距離無線等を介 して直接相互

に接続されていてもよい。

[01 82] カメラex 1 3 はデジタル ビデオカメラ等の動画撮影が可能な機器であり

、カメラex 1 6 はデジタルカメラ等の静止画撮影、動画撮影が可能な機器

である。また、携帯電話ex 1 1 4 は、 G S M (登録商標） （G Loba L System f



o r Mob i Le Commun i cat i ons) 方式、 C D M A (Code D i v i s i on Mu l t i l e Acce

ss) 方式、W - C D M A ( i deband-Code D i v i s i on Mu l t i p l e Access) 方式

、若 しくは L T E (Long Term Evo lut i on) 方式、 H S P A ( H i g h Speed Pack

e t Access) の携帯電話機、 または P H S (Persona l Handyphone System) 等

であ り、 いずれでも構わない。

[01 83] コ ンテ ンツ供給 シ ス テ ム ex 1 0 0 では、 カメラex 1 3 等が基地局 ex 1 0

9 、電話網 ex 1 0 4 を通 じてス トリ一 ミンダサ一バ ex 1 0 3 に接続 され るこ

とで、 ライプ配信等が可能 になる。 ライプ配信 では、 ユーザがカメラex 1

3 を用いて撮影 するコ ンテ ンツ （例 えば、音楽 ライプの映像等） に対 して上

記各実施 の形態で説明 したように符号化処理 を行 い （即 ち、本発明の一態様

に係 る画像符号化装置 と して機能する）、 ス トリ一 ミンダサ一バ ex 1 0 3 に

送信 する。一方、 ス トリ一 ミングサーバ ex 1 0 3 は要求のあ った クライアン

卜に対 して送信 された コンテ ンツデータをス 卜リーム配信 する。 クライアン

卜と しては、上記符号化処理 されたデータを復号化することが可能な、 コン

ピュータex 1 1 1 、 P D A ex l 1 2 、 カメラex 1 1 3 、携帯電話 ex 1 4 、

ゲーム機 ex 1 5 等がある。配信 されたデータを受信 した各機器では、受信

したデータを復号化処理 して再生する （即 ち、本発明の一態様 に係 る画像復

号装置 と して機能する）。

[01 84] なお、撮影 したデータの符号化処理 はカメラex 1 3 で行 っても、データ

の送信処理 をするス トリ一 ミングサーバ ex 1 0 3 で行 ってもよい し、互 いに

分担 して行 ってもよい。 同様 に配信 されたデ一タの復号化処理 はクライアン

卜で行 っても、 ス トリ一 ミングサーバ ex 1 0 3 で行 ってもよい し、互 いに分

担 して行 ってもよい。 また、 カメラex 1 3 に限 らず、 カメラex 1 6 で撮

影 した静止画像 および / または動画像データを、 コンピュータex 1 1 を介

してス トリ一 ミンダサ一バ ex 1 0 3 に送信 してもよい。 この場合の符号化処

理 はカメラex 1 6 、 コンピュータex 1 1 、 ス トリ一 ミングサーバ ex 1 0

3 のいずれで行 つてもよい し、互 いに分担 して行 ってもよい。

[01 85] また、 これ ら符号化 復号化処理 は、一般 的にコンピュータex 1 1 や各



機器が有する L S I ex 5 0 0 において処理する。 L S I ex 5 0 0 は、 ワンチ

ップであ っても複数チ ップか らなる構成であ ってもよい。なお、動画像符号

化 復号化用のソフ トウェアをコンピュータex 1 1 等で読み取 り可能な何

らかの記録 メデ ィア （C D _ R O M、 フ レキシブルデ ィスク、ハー ドデ イス

クな ど）に組み込み、 そのソフ トウェアを用いて符号化 復号化処理 を行 つ

てもよい。 さ らに、携帯電話ex 1 1 4 がカメラ付 きである場合 には、 その力

メラで取得 した動画デ一タを送信 してもよい。 この ときの動画デ一タは携帯

電話ex 1 4 が有 する L S I ex 5 0 0 で符号化処理 されたデータである。

[01 86] また、 ス トリ一 ミングサーバex 1 0 3 は複数のサーバや複数のコンビュ一

夕であ って、データを分散 して処理 した り記録 した り配信するものであ って

もよい。

[01 87] 以上のように して、 コンテ ンツ供給 システムex 1 0 0 では、符号化 された

データをクライアン 卜が受信 して再生することがで きる。 このようにコンテ

ンッ供給 システムex 1 0 0 では、ユーザが送信 した情報 を リアル タイムでク

ライアン 卜が受信 して復号化 し、再生することがで き、特別な権利や設備 を

有 さないユーザでも個人放送 を実現で きる。

[01 88] なお、 コンテ ンツ供給 システムex 1 0 0 の例 に限 らず、図 2 2 に示すよう

に、デジタル放送用システムex 2 0 0 にも、上記各実施の形態の少な くとも

動画像符号化装置 （画像符号化装置） または動画像復号化装置 （画像復号装

置）のいずれかを組み込む ことがで きる。具体的には、放送局ex 2 0 1 では

映像データに音楽データな どが多重化 された多重化データが電波 を介 して通

信 または衛星ex 2 0 に伝送 される。 この映像データは上記各実施の形態で

説明 した動画像符号化方法 によ り符号化 されたデータである （即ち、本発明

の一態様 に係 る画像符号化装置 によって符号化 されたデータである）。 これ

を受けた放送衛星ex 2 0 2 は、放送用の電波 を発信 し、 この電波 を衛星放送

の受信が可能な家庭のアンテナex 2 0 4 が受信する。受信 した多重化データ

を、テ レビ （受信機）ex 3 0 0 またはセ ッ トトップボ ックス （S T B ) ex 2

1 7 等の装置が復号化 して再生する （即ち、本発明の一態様 に係 る画像復号



装置 と して機能する）。

[01 89] また、 D V D、 B D 等の記録 メデ ィアex 2 1 5 に記録 した多重化データを

読み取 り復号化する、 または記録 メデ ィアex 2 1 5 に映像信号 を符号化 し、

さ らに場合 によっては音楽信号 と多重化 して書 き込む リ一ダ/ レコ一ダex 2

1 8 にも上記各実施の形態で示 した動画像復号化装置 または動画像符号化装

置 を実装することが可能である。 この場合、再生された映像信号はモニタex

9 に表示 され、多重化データが記録 された記録 メデ ィアex 2 5 によ り

他の装置やシステムにおいて映像信号 を再生することがで きる。 また、ケ一

プルテ レビ用のケ一プルex 2 0 3 または衛星 / 地上波放送のアンテナex 2 0

4 に接続 されたセ ッ 卜トップボ ックスex 2 7 内に動画像復号化装置 を実装

し、 これをテ レビのモニタex 2 1 9 で表示 してもよい。 この ときセ ッ トトツ

プボ ックスではな く、テ レビ内に動画像復号化装置 を組み込んでもよい。

[01 90] 図 2 3 は、上記各実施の形態で説明 した動画像復号化方法および動画像符

号化方法 を用いたテ レビ （受信機）ex 3 0 0 を示す図である。テ レビex 3 0

0 は、上記放送 を受信するアンテナex 2 0 4 またはケ一プルex 2 0 3 等 を介

して映像データに音声データが多重化 された多重化データを取得、 または出

力するチューナex 3 0 1 と、受信 した多重化データを復調する、 または外部

に送信する多重化データに変調する変調 復調部 ex 3 0 2 と、復調 した多重

化データを映像データと、音声データとに分離する、 または信号処理部 ex 3

0 6 で符号化 された映像データ、音声データを多重化する多重 / 分離部 ex 3

0 3 を備 える。

[01 9 1 ] また、テ レビex 3 0 0 は、音声データ、映像データそれぞれを復号化する

、 またはそれぞれの情報 を符号化する音声信号処理部 ex 3 0 4 、映像信号処

理部 ex 3 0 5 (本発明の一態様 に係 る画像符号化装置 または画像復号装置 と

して機能する）を有する信号処理部 ex 3 0 6 と、復号化 した音声信号 を出力

するス ピーカex 3 0 7 、復号化 した映像信号 を表示するデ ィスプ レイ等の表

示部 ex 3 0 8 を有 する出力部 ex 3 0 9 とを有する。 さ らに、テ レビex 3 0 0

は、 ユーザ操作の入力を受け付 ける操作入力部 ex 3 2 等 を有するインタフ



エース部 ex 3 1 7 を有 する。 さ らに、テ レビex 3 0 0 は、各部 を統括的に制

御する制御部 ex 3 0 、各部 に電力を供給する電源回路部 ex 3 1 を有 する

。 インタフェース部 ex 3 7 は、操作入力部 ex 3 2 以外 に、 リーダ/ レコ

—ダex 2 8 等の外部機器 と接続 されるブ リッジex 3 3 、 S D カー ド等の

記録 メデ ィアex 2 6 を装着可能 とするためのスロッ 卜部 ex 3 4 、ハー ド

デ ィスク等の外部記録 メデ ィアと接続するための ドライバ e x 3 1 5 、電話網

と接続するモデムex 3 6 等 を有 していてもよい。なお記録 メデ ィアex 2

6 は、格納する不揮発性 / 揮発性の半導体 メモ リ素子によ り電気的に情報の

記録 を可能 と したものである。テ レビex 3 0 0 の各部 は同期バスを介 して互

いに接続 されている。

まず、テ レビex 3 0 0 がアンテナex 2 0 4 等 によ り外部か ら取得 した多重

化データを復号化 し、再生する構成 について説明する。テ レビex 3 0 0 は、

リモー トコン 卜ローラex 2 2 0 等か らのユーザ操作 を受け、 C P U 等 を有す

る制御部 ex 3 0 の制御 に基づいて、変調 / 復調部 ex 3 0 2 で復調 した多重

化データを多重 / 分離部 ex 3 0 3 で分離する。 さ らにテ レビex 3 0 0 は、分

離 した音声データを音声信号処理部 ex 3 0 4 で復号化 し、分離 した映像デー

タを映像信号処理部 ex 3 0 5 で上記各実施の形態で説明 した復号化方法 を用

いて復号化する。復号化 した音声信号、映像信号は、 それぞれ出力部 ex 3 0

9 か ら外部 に向けて出力される。 出力する際には、音声信号 と映像信号が同

期 して再生するよう、 ノくッファex 3 8 、 ex 3 9 等 に一旦 これ らの信号 を

蓄積するとよい。 また、テ レビex 3 0 0 は、放送等か らではな く、磁気/ 光

デ ィスク、 S D カー ド等の記録 メデ ィアex 2 1 5 、 ex 6 か ら多重化デ一

タを読み出 してもよい。次 に、テ レビex 3 0 0 が音声信号や映像信号 を符号

化 し、外部 に送信 または記録 メデ ィァ等 に書 き込む構成 について説明する。

テ レビex 3 0 0 は、 リモー トコン 卜ローラex 2 2 0 等か らのユーザ操作 を受

け、制御部 ex 3 0 の制御 に基づいて、音声信号処理部 ex 3 0 4 で音声信号

を符号化 し、映像信号処理部 ex 3 0 5 で映像信号 を上記各実施の形態で説明

した符号化方法 を用いて符号化する。符号化 した音声信号、映像信号は多重



/ 分離部 ex 3 0 3 で多重化 され外部 に出力される。多重化する際には、音声

信号 と映像信号が同期するように、バ ッファex 3 2 0 、 ex 3 2 1 等 に一旦 こ

れ らの信号 を蓄積するとよい。なお、ノくッファex 3 1 8 、 ex 3 1 9 、 ex 3 2

0 、 ex 3 2 1 は図示 しているように複数備 えていてもよい し、 1 つ以上のバ

ッファを共有する構成であ ってもよい。 さ らに、図示 している以外 に、例 え

ば変調 / 復調部 ex 3 0 2 や多重 / 分離部 ex 3 0 3 の間等でもシ ステ ム の 才 一

バ フ口 一 、 アンダーフローを避 ける緩衝材 と してバ ッファにデータを蓄積す

ることと してもよい。

[01 93] また、テ レビex 3 0 0 は、放送等や記録 メデ ィア等か ら音声データ、映像

データを取得する以外 に、マイクやカメラの A V 入力を受け付 ける構成 を備

え、 それ らか ら取得 したデータに対 して符号化処理 を行 ってもよい。なお、

ここではテ レビex 3 0 0 は上記の符号化処理、多重化、 および外部 出力がで

きる構成 と して説明 したが、 これ らの処理 を行 うことはで きず、上記受信、

復号化処理、外部 出力のみが可能な構成であ つてもよい。

[01 94] また、 リーダ/ レコーダex 2 1 8 で記録 メデ ィアか ら多重化データを読み

出す、 または書 き込む場合 には、上記復号化処理 または符号化処理 はテ レビe

x 3 0 0 、 リーダ/ レコーダex 2 1 8 のいずれで行 ってもよい し、テ レビex 3

0 0 と リーダ/ レコ一ダex 8 が互 いに分担 して行 ってもよい。

[01 95] —例 と して、光デ ィスクか らデータの読み込み または書 き込みをする場合

の情報再生/ 記録部 ex 4 0 0 の構成 を図 2 4 に示す。情報再生/ 記録部 ex 4

0 0 は、以下に説明する要素ex 4 0 1 、 ex 4 0 2 、 ex 4 0 3 、 ex 4 0 4 、 ex

4 0 5 、 ex 4 0 6 、 ex 4 0 7 を備 える。光へ ッ ドex 4 0 は、光デ ィスクで

ある記録 メデ ィアex 2 5 の記録面 に レーザスポ ッ 卜を照射 して情報 を書 き

込み、記録 メデ ィアex 2 1 5 の記録面か らの反射光 を検 出 して情報 を読み込

む。変調記録部 ex 4 0 2 は、光へ ッ ドex 4 0 に内蔵 された半導体 レーザを

電気的に駆動 し記録データに応 じて レーザ光の変調 を行 う。再生復調部 ex 4

0 3 は、光へ ッ ドex 4 0 に内蔵 されたフォ 卜デ ィテ クタによ り記録面か ら

の反射光 を電気的に検 出 した再生信号 を増幅 し、記録 メデ ィアex 2 1 5 に記



録 された信号成分 を分離 して復調 し、必要な情報 を再生する。バ ッファex 4

0 4 は、記録 メデ ィァex 2 1 5 に記録するための情報 および記録 メデ ィァex

2 1 5 か ら再生 した情報 を一時的に保持する。デ ィスクモータex 4 0 5 は記

録 メデ ィアex 2 1 5 を回転 させる。サ一ボ制御部 ex 4 0 6 は、デ ィスクモ一

タex 4 0 5 の回転駆動 を制御 しなが ら光へ ッ ドex 4 0 を所定の情報 トラッ

クに移動 させ、 レーザスポ ッ トの追従処理 を行 う。 システム制御部 ex 4 0 7

は、情報再生/ 記録部 ex 4 0 0 全体の制御 を行 う。上記の読み出 しや書 き込

みの処理 はシステム制御部 ex 4 0 7 が、バ ッファex 4 0 4 に保持 された各種

情報 を利用 し、 また必要 に応 じて新たな情報の生成 追加 を行 うと共 に、変

調記録部 ex 4 0 2 、再生復調部 ex 4 0 3 、サーボ制御部 ex 4 0 6 を協調動作

させなが ら、光ヘ ッ ドex 4 0 1 を通 して、情報の記録再生を行 うことによ り

実現 される。 システム制御部 ex 4 0 7 は例 えばマイクロプロセ ッサで構成 さ

れ、読み出 し書 き込みのプログラムを実行することでそれ らの処理 を実行す

る。

[01 96] 以上では、光へ ッ ドex 4 0 は レーザスポ ッ 卜を照射すると して説明 した

が、近接場光 を用いてよ り高密度な記録 を行 う構成であ ってもよい。

[01 97] 図 2 5 に光デ ィスクである記録 メデ ィアex 2 1 5 の模式図を示す。記録 メ

デ ィアex 2 5 の記録面 には案内溝 （グループ）がスパイラル状 に形成 され

、情報 トラックex 2 3 0 には、予め グループの形状の変化 によってデ ィスク

上の絶対位置 を示す番地情報が記録 されている。 この番地情報 はデータを記

録する単位である記録 プロックex 2 3 の位置 を特定するための情報 を含み

、記録や再生を行 う装置 において情報 トラックex 2 3 0 を再生 し番地情報 を

読み取 ることで記録 プロックを特定することがで きる。 また、記録 メデ ィアe

x 5 は、データ記録領域 ex 2 3 3 、 内周領域 ex 2 3 2 、外周領域 ex 2 3 4

を含んでいる。ュ一ザデータを記録するために用いる領域がデ一タ記録領域 e

x 2 3 3 であ り、データ記録領域 ex 2 3 3 よ り内周 または外周 に配置 されてい

る内周領域 ex 2 3 と外周領域 e x 2 3 4 は、ュ一ザデータの記録以外の特定

用途 に用い られる。情報再生/ 記録部 ex 4 0 0 は、 このような記録 メデ ィアe



x 5 のデータ記録領域ex 2 3 3 に対 して、符号化された音声データ、映像

データまたはそれらのデータを多重化 した多重化データの読み書きを行う。

[01 98] 以上では、 1 層の D V D 、 B D等の光ディスクを例に挙げ説明したが、こ

れらに限ったものではなく、多層構造であつて表面以外にも記録可能な光デ

イスクであってもよい。また、ディスクの同じ場所にさまざまな異なる波長

の色の光を用いて情報を記録 したり、さまざまな角度から異なる情報の層を

記録 したりなど、多次元的な記録 再生を行う構造の光デイスクであっても

よい。

[01 99] また、デジタル放送用システムex 2 0 0 において、アンテナex 2 0 5 を有

する車ex 2 1 0 で衛星ex 2 0 2 等からデータを受信 し、車ex 2 0 が有する

力一ナビゲ一シヨンex 2 1 等の表示装置に動画を再生することも可能であ

る。なお、力一ナビゲ一シヨンex 2 1 1 の構成は例えば図 2 3 に示す構成の

うち、 G P S 受信部を加えた構成が考えられ、同様なことがコンピュータex

1 や携帯電話ex 1 4 等でも考えられる。

[0200] 図 2 6 A は、上記実施の形態で説明した動画像復号化方法および動画像符

号化方法を用いた携帯電話ex 1 4 を示す図である。携帯電話ex 1 4 は、

基地局ex 1 0 との間で電波を送受信するためのアンテナex 3 5 0 、映像、

静止画を撮ることが可能なカメラ部ex 3 6 5 、カメラ部ex 3 6 5 で撮像 した

映像、アンテナex 3 5 0 で受信 した映像等が復号化されたデータを表示する

液晶ディスプレイ等の表示部ex 3 5 8 を備える。携帯電話ex 1 1 4 は、さら

に、操作キ一部ex 3 6 6 を有する本体部、音声を出力するためのスピーカ等

である音声出力部ex 3 5 7 、音声を入力するためのマイク等である音声入力

部ex 3 5 6 、撮影 した映像、静止画、録音 した音声、または受信 した映像、

静止画、メール等の符号化されたデータもしくは復号化されたデータを保存

するメモリ部ex 3 6 7 、又は同様にデータを保存する記録メディァとのイン

タフエース部であるスロッ卜部ex 3 6 4 を備える。

[0201 ] さらに、携帯電話ex 1 1 4 の構成例について、図 2 6 B を用いて説明する

。携帯電話ex 1 4 は、表示部ex 3 5 8 及び操作キ一部ex 3 6 6 を備えた本



体部の各部を統括的に制御する主制御部ex 3 6 0 に対 して、電源回路部ex 3

6 、操作入力制御部ex 3 6 2 、映像信号処理部ex 3 5 5 、カメラインタフ

エース部ex 3 6 3 、 L C D ( L iqu i d Crysta l Di sp lay) 制御部ex 3 5 9 、変

調/ 復調部ex 3 5 2 、多重/ 分離部ex 3 5 3 、音声信号処理部ex 3 5 4 、ス

ロッ卜部ex 3 6 4 、メモリ部ex 3 6 7 がバスex 3 7 0 を介 して互いに接続さ

れている。

[0202] 電源回路部ex 3 6 は、ユーザの操作により終話及び電源キーがオン状態

にされると、バッテ リパックから各部に対 して電力を供給することにより携

帯電話e x 1 4 を動作可能な状態に起動する。

[0203] 携帯電話ex 1 1 4 は、C P U、 R O M、 R A M等を有する主制御部ex 3 6

0 の制御に基づいて、音声通話モー ド時に音声入力部ex 3 5 6 で収音 した音

声信号を音声信号処理部ex 3 5 4 でデジタル音声信号に変換 し、これを変調

/ 復調部ex 3 5 2 でスぺク 卜ラム拡散処理 し、送信/ 受信部ex 3 5 でデジ

タルアナログ変換処理および周波数変換処理を施 した後にアンテナex 3 5 0

を介 して送信する。また携帯電話ex 1 1 4 は、音声通話モー ド時にアンテナe

x 3 5 0 を介 して受信 した受信データを増幅 して周波数変換処理およびアナ口

グデジタル変換処理を施 し、変調/ 復調部ex 3 5 2 でスぺク 卜ラム逆拡散処

理 し、音声信号処理部ex 3 5 4 でアナログ音声信号に変換 した後、これを音

声出力部ex 3 5 7 から出力する。

[0204] さらにデータ通信モー ド時に電子メールを送信する場合、本体部の操作キ

—部ex 3 6 6 等の操作によって入力された電子メールのテキス 卜データは操

作入力制御部ex 3 6 2 を介 して主制御部ex 3 6 0 に送出される。主制御部ex

3 6 0 は、テキス 卜データを変調/ 復調部ex 3 5 2 でスぺク 卜ラム拡散処理

をし、送信/ 受信部ex 3 5 でデジタルアナログ変換処理および周波数変換

処理を施 した後にアンテナex 3 5 0 を介 して基地局ex 1 0 へ送信する。電

子メ一ルを受信する場合は、受信 したデータに対 してこのほぼ逆の処理が行

われ、表示部ex 3 5 8 に出力される。

[0205] データ通信モー ド時に映像、静止画、または映像と音声を送信する場合、



映像信号処理部ex 3 5 5 は、カメラ部ex 3 6 5 から供給された映像信号を上

記各実施の形態で示 した動画像符号化方法によって圧縮符号化 し （即ち、本

発明の一態様に係る画像符号化装置として機能する）、符号化された映像デ

—タを多重/ 分離部ex 3 5 3 に送出する。また、音声信号処理部ex 3 5 4 は

、映像、静止画等をカメラ部ex 3 6 5 で撮像中に音声入力部ex 3 5 6 で収音

した音声信号を符号化 し、符号化された音声データを多重/ 分離部ex 3 5 3

tti な。

[0206] 多重/ 分離部ex 3 5 3 は、映像信号処理部ex 3 5 5 から供給された符号化

された映像データと音声信号処理部ex 3 5 4 から供給された符号化された音

声データを所定の方式で多重化 し、その結果得 られる多重化データを変調/

復調部 （変調/ 復調回路部）ex 3 5 2 でスペク トラム拡散処理をし、送信/

受信部ex 3 5 でデジタルアナログ変換処理及び周波数変換処理を施 した後

にアンテナex 3 5 0 を介 して送信する。

[0207] データ通信モ一 ド時にホームページ等にリンクされた動画像ファイルのデ

—タを受信する場合、または映像およびもしくは音声が添付された電子メ一

ルを受信する場合、アンテナex 3 5 0 を介 して受信された多重化デ一タを復

号化するために、多重/ 分離部ex 3 5 3 は、多重化データを分離することに

より映像データのビットス 卜リームと音声データのビットス 卜リームとに分

け、同期バスex 3 7 0 を介 して符号化された映像データを映像信号処理部ex

3 5 5 に供給するとともに、符号化された音声データを音声信号処理部ex 3

5 4 に供給する。映像信号処理部ex 3 5 5 は、上記各実施の形態で示 した動

画像符号化方法に対応 した動画像復号化方法によつて復号化することにより

映像信号を復号 し （即ち、本発明の一態様に係る画像復号装置として機能す

る）、 L C D制御部ex 3 5 9 を介 して表示部ex 3 5 8 から、例えばホ一厶ぺ

—ジにリンクされた動画像ファイルに含まれる映像、静止画が表示される。

また音声信号処理部ex 3 5 4 は、音声信号を復号 し、音声出力部ex 3 5 7 か

ら音声が出力される。

[0208] また、上記携帯電話ex 1 1 4 等の端末は、テレビex 3 0 0 と同様に、符号



化器 復号化器を両方持つ送受信型端末の他に、符号化器のみの送信端末、

復号化器のみの受信端末という 3 通りの実装形式が考えられる。さらに、デ

ジタル放送用システムex 2 0 0 において、映像データに音楽データなどが多

重化された多重化データを受信、送信するとして説明 したが、音声データ以

外に映像に関連する文字データなどが多重化されたデータであってもよいし

、多重化デ一タではなく映像デ一タ自体であってもよい。

[0209] このように、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法あるいは動画像

復号化方法を上述 したいずれの機器 システムに用いることは可能であり、

そうすることで、上記各実施の形態で説明 した効果を得ることができる。

[021 0] また、本発明はかかる上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明

の範囲を逸脱することなく種々の変形または修正が可能である。

[021 1 (実施の形態 3 )

上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法または装置と、M P E G _ 2

、 M P E G 4 _ A V C 、 V C _ 1 など異なる規格に準拠 した動画像符号化方

法または装置とを、必要に応 じて適宜切替えることにより、映像データを生

成することも可能である。

[021 2] ここで、それぞれ異なる規格に準拠する複数の映像データを生成 した場合

、復号する際に、それぞれの規格に対応 した復号方法を選択する必要がある

。 しか しながら、復号する映像データが、どの規格に準拠するものであるか

識別できないため、適切な復号方法を選択することができないという課題を

生 じる。

[021 3] この課題を解決するために、映像データに音声データなどを多重化 した多

重化データは、映像データがどの規格に準拠するものであるかを示す識別情

報を含む構成とする。上記各実施の形態で示す動画像符号化方法または装置

によって生成された映像データを含む多重化データの具体的な構成を以下説

明する。多重化データは、M P E G — 2 トランスポ一 卜ス トリーム形式のデ

ジタルス 卜リ一厶である。

[0214] 図 2 7 は、多重化データの構成を示す図である。図 2 7 に示すように多重



化デー タは、 ビデオ ス トリーム、 オーデ ィオ ス トリーム、 プ レゼ ンテ一シ ョ

ングラフ イツクスス トリ一厶 （P G ) 、 イ ンタラクテ ィブグラフ イツクスス

卜リームの うち、 1 つ以上 を多重化 す る ことで得 られ る。 ビデオ ス トリーム

は映画 の主映像 および副映像 を、 オーデ ィオ ス トリーム （I G ) は映画 の主

音声部分 とその主音声 とミキシ ングす る副音声 を、 プ レゼ ンテーシ ョンダラ

フ ィックスス トリームは、 映画 の字幕 をそれ ぞれ示 している。 ここで主映像

とは画面 に表示 され る通常の映像 を示 し、副映像 とは主映像 の中に小 さな画

面 で表示 す る映像 の ことであ る。 また、 イ ンタラクテ ィブグラフ イツクスス

トリ一厶は、画面上 に G U I 部 品 を配置 す る ことによ り作成 され る対話画面

を示 している。 ビデオ ス 卜リ一厶は、上記各実施 の形態 で示 した動画像符号

化方法 または装置、従来 の M P E G — 2 、 M P E G 4 - A V C V C — 1 な

どの規格 に準拠 した動画像符号化方法 または装置 によ つて符号化 されている

。 オーデ ィオ ス トリームは、 ドル ビー A C — 3 、 D o I b y D i g i t a

I P I u s 、 M L P 、 D T S 、 D T S _ H D 、 または、 リニ ア P C M のな

どの方式で符号化 されている。

[021 5] 多重化デー タに含 まれ る各 ス トリームは P I D によ って識別 され る。例 え

ば、 映画 の映像 に利用す る ビデオ ス トリーム には 0 X 1 0 1 1 が、 才一デ ィ

才 ス 卜リーム には 0 X 0 0 か ら 0 X F までが、 プ レゼ ンテ一シ ョ

ングラフ ィックスには O x 2 0 0 か ら O x F までが、 イ ンタラクテ

ィプグラフ ィックスス 卜リ一厶 には 0 X 1 4 0 0 か ら 0 X 1 4 1 F までが、

映画 の副映像 に利用す る ビデオ ス トリーム には 0 X 1 B O O か ら 0 x 1 B

F まで、 主音声 とミキシ ングす る副音声 に利用す る才一デ ィ才 ス 卜リーム に

は 0 X A O 0 か ら 0 X A F が、 それ ぞれ割 り当て られている。

[021 6] 図 2 8 は、 多重化デー タが どの よ うに多重化 され るか を模 式的 に示 す図で

あ る。 まず、複数 の ビデオ フ レームか らな る ビデオ ス トリームex 2 3 5 、複

数 のオーデ ィオ フ レームか らな る才一デ ィ才 ス 卜リームex 2 3 8 を、 それ ぞ

れ P E S バ ケ ツ 卜列ex 2 3 6 お よび ex 2 3 9 に変換 し、 T S バ ケ ツ 卜ex 2 3

7 お よび ex 2 4 0 に変換 す る。 同 じくプ レゼ ンテ一シ ョングラフ ィックスス



卜リ一厶ex 2 4 お よび ィ ンタラクテ ィプグラフ ィックスex 2 4 4 のデー タ

をそれ ぞれ P E S バ ケ ツ 卜列ex 2 4 2 お よび ex 2 4 5 に変換 し、 さ らに T S

バ ケ ツ 卜ex 2 4 3 お よび ex 2 4 6 に変換 す る。 多重化デー タex 2 4 7 は これ

らの T S バ ケ ツ 卜を 1 本 のス 卜リーム に多重化 す る ことで構成 され る。

[021 7] 図 2 9 は、 P E S パ ケ ッ ト列 に、 ビデオ ス トリームが どの よ うに格納 され

るか をさ らに詳 しく示 している。 図 2 9 における第 1 段 目は ビデオ ス トリ一

厶の ビデオ フ レーム列 を示 す。 第 2 段 目は、 P E S パ ケ ッ ト列 を示 す。 図 2

9 の矢印 y y 1 ， y y 2 , y y 3 , y y 4 に示 す よ うに、 ビデオ ス トリーム

における複数 の V i d e o P r e s e n t a t i o n U n i t で あ る I

ピクチ ャ、 B ピクチ ャ、 P ピクチ ャは、 ピクチ ャ毎 に分割 され、 P E S パ ケ

ッ 卜のペ イ 口一 ドに格納 され る。各 P E S バ ケ ツ 卜は P E S ヘ ッダを持 ち、

P E S ヘ ッダには、 ピクチ ャの表示時刻 であ る P T S ( P r e s e n t a t

i o n T i m e — S t a m p ) ゃ ピクチ ャの復号時刻 であ る D T S ( D e

c o d i n g T i m e — S t a m p ) 力《格納 され る。

[021 8] 図 3 0 は、 多重化デー タに最終 的 に書 き込 まれ る T S パ ケ ッ トの形 式 を示

している。 T S バ ケ ツ 卜は、 ス トリーム を識別 す る P I D な どの情報 を持 つ

4 B y t e の T S ヘ ッダ とデー タを格納 す る 1 8 4 B y t e の T S ペ イ 口一

ドか ら構成 され る 1 8 8 B y t e 固定長 のバ ケ ツ 卜であ り、上記 P E S パ ケ

ッ 卜は分割 され T S ペ イ ロー ドに格納 され る。 B D _ R O M の場合、 T S パ

ケ ッ 卜には、 4 B y t e の T P E x t r a H e a d e r が付与 され、 1

9 2 B y t e の ソースパ ケ ッ トを構成 し、 多重化デー タに書 き込 まれ る。 T

P E x t r a H e a d e r には A T S ( A r r i v a I T i m e S

t a m ) な どの情報 が記載 され る。 八丁ミは当該 丁ミパ ケ ッ 卜のデ コー ダ

の P I D フ ィル タへ の転送 開始時刻 を示 す。 多重化デー タには図 3 0 下段 に

示 す よ うにソースバ ケ ツ 卜が並ぶ こととな り、 多重化デー タの先頭 か らイ ン

ク リメ ン 卜す る番号 は S P N ( ソースパ ケ ッ トナ ンバ ー） と呼 ばれ る。

[021 9] また、 多重化デー タに含 まれ る T S バ ケ ツ 卜には、 映像 音声 字幕 な ど

の各 ス 卜リ一厶以外 にも P A T ( P o g a m A s s o c i a t i o n



T a b l e ) 、 P M T ( P o g a m M a T a b l e ) 、 P C R

( P o g a m C l o c k R e f e r e n c e ) な どがある。 P A T

は多重化データ中に利用される P M T の P I D が何であるかを示 し、 P A T

自身の P I D は 0 で登録 される。 P M T は、多重化データ中に含 まれる映像

音声 字幕などの各ス 卜リームの P I D と各 P I D に対応するス 卜リーム

の属性情報 を持ち、 また多重化データに関する各種デ ィスク リプタを持つ。

デ ィスク リプタには多重化データのコピーを許可 不許可を指示するコピー

コン トロール情報などがある。 P C R は、 A T S の時間軸であるA T C ( A

r r i V a I T i m e C l o c k ) と P T S - D T S の時間軸である S

T C ( S y s t e m T i m e C l o c k ) の同期 を取るために、その P

C Rバケ ツ 卜がデコーダに転送されるA T S に対応する S T C 時間の情報 を

持つ。

[0220] 図 3 1 は P M T のデータ構造を詳 しく説明する図である。 P M T の先頭に

は、その P M T に含 まれるデータの長さなどを記 した P M T へ ッダが配置さ

れる。その後 ろには、多重化データに関するデ ィスク リプタが複数配置され

る。上記 コピーコン トロール情報などが、デ ィスク リプタと して記載 される

。デ ィスク リプタの後 には、多重化データに含 まれる各ス トリームに関する

ス トリ一厶情報が複数配置される。ス トリ一厶情報は、ス トリ一厶の圧縮 コ

—デ ックなどを識別するためス トリームタイプ、ス トリームの P I D、 ス ト

リームの属性情報 （フレーム レ一 卜、 アスペ ク ト比など）が記載 されたス ト

リームデ ィスク リプタか ら構成 される。ス 卜リームデ ィスク リプタは多重化

データに存在するス 卜リームの数だけ存在する。

[0221 ] 記録媒体などに記録する場合には、上記多重化データは、多重化データ情

報 ファイル と共に記録 される。

[0222] 多重化データ情報 ファイルは、図 3 2 に示すように多重化データの管理情

報であ り、多重化データと 1 対 1 に対応 し、多重化データ情報、ス トリーム

属性情報 とェン 卜リマ ップか ら構成 される。

[0223] 多重化データ情報は図 3 2 に示すようにシステム レ一 卜、再生開始時刻、



再生終了時刻から構成されている。システムレ一 卜は多重化データの、後述

するシステムターゲットデコーダの P I D フィル タへの最大転送 レ一 卜を示

す。多重化データ中に含まれるA T S の間隔はシステムレ一 卜以下になるよ

うに設定されている。再生開始時刻は多重化データの先頭のビデオフレーム

の P T S であり、再生終了時刻は多重化データの終端のビデオフレームの P

T S に 1 フレーム分の再生間隔を足 したものが設定される。

[0224] ス トリ一厶属性情報は図 3 3 に示すように、多重化データに含まれる各ス

トリ一厶についての属性情報が、 P I D毎に登録される。属性情報はビデオ

ス トリーム、オーディオス トリーム、プレゼンテーショングラフイツクスス

卜リーム、ィンタラクティプグラフィックスス 卜リーム毎に異なる情報を持

つ。 ビデオス トリーム属性情報は、そのビデオス トリームがどのような圧縮

コ一デックで圧縮されたか、 ビデオス 卜リームを構成する個々のピクチャデ

—夕の解像度がどれだけであるか、アスペク ト比はどれだけであるか、フレ

—ムレ一 卜はどれだけであるかなどの情報を持つ。才一ディ才ス 卜リ一厶属

性情報は、そのオーディオス トリームがどのような圧縮コ一デックで圧縮さ

れたか、その才一ディ才ス 卜リ一厶に含まれるチャンネル数は何であるか、

何の言語に対応するか、サンプリング周波数がどれだけであるかなどの情報

を持つ。これらの情報は、プレーヤが再生する前のデコーダの初期化などに

利用される。

[0225] 本実施の形態においては、上記多重化データのうち、 P M T に含まれるス

トリ一厶タイプを利用する。また、記録媒体に多重化データが記録されてい

る場合には、多重化データ情報に含まれる、 ビデオス トリーム属性情報を利

用する。具体的には、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法または装

置において、 P M T に含まれるス トリームタイプ、または、 ビデオス トリ一

厶属性情報に対 し、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法または装置

によって生成された映像データであることを示す固有の情報を設定するステ

ップまたは手段を設ける。この構成により、上記各実施の形態で示 した動画

像符号化方法または装置によって生成 した映像データと、他の規格に準拠す



る映像デ一夕とを識別することが可能になる。

[0226] また、本実施の形態における動画像復号化方法のステップを図 3 4 に示す

。ステップex S 1 0 0 において、多重化データからP M T に含まれるス トリ

—厶タイプ、または、多重化データ情報に含まれるビデオス トリーム属性情

報を取得する。次に、ステップex S 1 0 1 において、ス トリームタイプ、ま

たは、 ビデオス 卜リー厶属性情報が上記各実施の形態で示 した動画像符号化

方法または装置によって生成された多重化データであることを示 しているか

否かを判断する。そして、ス トリームタイプ、または、 ビデオス トリ一厶属

性情報が上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法または装置によって生

成されたものであると判断された場合には、ステップex S 1 0 2 において、

上記各実施の形態で示 した動画像復号方法により復号を行う。また、ス トリ

—厶タイプ、または、 ビデオス トリ一厶属性情報が、従来のM P E G _ 2 、

M P E G 4 —A V C、 V C - などの規格に準拠するものであることを示 し

ている場合には、ステップex S 1 0 3 において、従来の規格に準拠 した動画

像復号方法により復号を行う。

[0227] このように、ス トリ一厶タイプ、または、 ビデオス 卜リ一厶属性情報に新

たな固有値を設定することにより、復号する際に、上記各実施の形態で示 し

た動画像復号化方法または装置で復号可能であるかを判断することができる

。従って、異なる規格に準拠する多重化データが入力された場合であっても

、適切な復号化方法または装置を選択することができるため、エラ一を生 じ

ることなく復号することが可能となる。また、本実施の形態で示 した動画像

符号化方法または装置、または、動画像復号方法または装置を、上述 したい

ずれの機器 システムに用いることも可能である。

[0228] (実施の形態 4 )

上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法および装置、動画像復号化方

法および装置は、典型的には集積回路であるL S I で実現される。一例とし

て、図 3 5 に 1 チップ化された L S I ex 5 0 0 の構成を示す。 L S I ex 5 0

0 は、以下に説明する要素ex 5 0 1、 ex 5 0 2 、 ex 5 0 3 、 ex 5 0 4 、 ex 5



0 5 、 ex 5 0 6 、 ex 5 0 7 、 ex 5 0 8 、 ex 5 0 9 を備え、各要素はバスex 5

0 を介 して接続 している。電源回路部ex 5 0 5 は電源がオ ン状態の場合に

各部 に対 して電力を供給することで動作可能な状態に起動する。

[0229] 例 えば符号化処理 を行 う場合には、 L S I ex 5 0 0 は、 C P U ex 5 0 2 、

メモ リコ ン トロー ラ ex 5 0 3 、 ス トリー ム コ ン トロー ラ ex 5 0 4 、駆動周波

数制御部ex 5 2 等 を有する制御部ex 5 0 の制御 に基づいて、 A V I /

O ex 5 0 9 によりマイクex 1 7 やカメラex 1 3 等か らA V 信号を入力す

る。入力された A V 信号は、一旦 S D R A M等の外部のメモ リex 5 1 1 に蓄

積 される。制御部ex 5 0 1 の制御 に基づいて、蓄積 したデータは処理量ゃ処

理速度 に応 じて適宜複数回に分けるなどされ信号処理部ex 5 0 7 に送 られ、

信号処理部ex 5 0 7 において音声信号の符号化および/ または映像信号の符

号化が行われる。 こ こで映像信号の符号化処理は上記各実施の形態で説明 し

た符号化処理である。信号処理部ex 5 0 7 ではさらに、場合により符号化さ

れた音声データと符号化された映像データを多重化するなどの処理 を行い、

ス トリーム I / O ex 5 0 6 か ら外部 に出力する。 この出力された多重化デ一

タは、基地局ex 1 0 7 に向けて送信 された り、 または記録 メデ ィアex 2 1 5

に書 き込 まれた りする。なお、多重化する際には同期するよう、一旦バ ッフ

ァex 5 0 8 にデータを蓄積するとよい。

[0230] なお、上記では、 メモ リex 5 1 1 が L S I ex 5 0 0 の外部の構成 と して説

明 したが、 L S I ex 5 0 0 の内部 に含 まれる構成であってもよい。バ ッファe

x 5 0 8 も 1 つに限ったものではな く、複数のバ ッファを備えていてもよい。

また、 L S I ex 5 0 0 は 1 チ ップ化されてもよい し、複数チ ップ化されても

よい。

[0231 ] また、上記では、制御部ex 5 0 1 が、 C P U ex 5 0 2 、 メモ リコン ト口一

ラ ex 5 0 3 、 ス トリー ム コ ン トロー ラ ex 5 0 4 、駆動周波数制御部ex 5 1 2

等 を有すると しているが、制御部ex 5 0 の構成は、 この構成 に限 らない。

例えば、信号処理部ex 5 0 7 がさらにC P U を備える構成であってもよい。

信号処理部ex 5 0 7 の内部 にもC P U を設けることにより、処理速度 をより



向上 させることが可能 になる。 また、他の例 と して、 C P U ex 5 0 2 が信号

処理部ex 5 0 7 、 または信号処理部ex 5 0 7 の一部である例 えば音声信号処

理部 を備 える構成であ ってもよい。 このような場合 には、制御部ex 5 0 1 は

、信号処理部ex 5 0 7 、 またはその一部 を有するC P U ex 5 0 2 を備 える構

成 となる。

[0232] なお、 ここでは、 L S I と したが、集積度の違いによ り、 I C 、 システム

L S し スーパ一 L S し ウル トラ L S I と呼称 されることもある。

[0233] また、集積回路化の手法は L S I に限るものではな く、専用回路 または汎

用 プロセ ッサで実現 してもよい。 L S I 製造後 に、 プログラムすることが可

能な F P G A ( F i e l d Programmab l e Gate Ar ray) や、 L S I 内部の回路セル

の接続や設定を再構成可能な リコン フ ィギユラプル プロセ ッサを利用 して

もよい。

[0234] さ らには、半導体技術の進歩 または派生する別技術 によ りL S I に置 き換

わる集積回路化の技術が登場すれば、 当然、 その技術 を用いて機能 プロック

の集積化 を行 ってもよい。バイオ技術の適応等が可能性 と してあ りえる。

[0235] (実施の形態 5 )

上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法 または装置 によって生成 され

た映像データを復号する場合、従来のM P E G — 2 、 M P E G 4 - A V C

V C - な どの規格 に準拠する映像デ一タを復号する場合 に比べ、処理量が

増加することが考 え られる。 そのため、 L S I ex 5 0 0 において、従来の規

格 に準拠する映像デ一タを復号する際の C P U ex 5 0 2 の駆動周波数 よ りも

高い駆動周波数 に設定する必要がある。 しか し、駆動周波数 を高 くすると、

消費電力が高 くなるという課題が生 じる。

[0236] この課題 を解決するために、テ レビex 3 0 0 、 L S I ex 5 0 0 な どの動画

像復号化装置は、映像データが どの規格 に準拠するものであるかを識別 し、

規格 に応 じて駆動周波数 を切替える構成 とする。図 3 6 は、本実施の形態 に

おける構成ex 8 0 0 を示 している。駆動周波数切替え部ex 8 0 3 は、映像デ

一タが、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法 または装置 によって生



成されたものである場合には、駆動周波数を高く設定する。そして、上記各

実施の形態で示 した動画像復号化方法を実行する復号処理部ex 8 0 に対 し

、映像データを復号するよう指示する。一方、映像データが、従来の規格に

準拠する映像データである場合には、映像データが、上記各実施の形態で示

した動画像符号化方法または装置によって生成されたものである場合に比べ

、駆動周波数を低 く設定する。そして、従来の規格に準拠する復号処理部ex

8 0 2 に対 し、映像データを復号するよう指示する。

[0237] より具体的には、駆動周波数切替え部ex 8 0 3 は、図 3 5 のC P U ex 5 0

2 と駆動周波数制御部ex 5 2 から構成される。また、上記各実施の形態で

示 した動画像復号化方法を実行する復号処理部ex 8 0 1、および、従来の規

格に準拠する復号処理部ex 8 0 2 は、図 3 5 の信号処理部ex 5 0 7 に該当す

る。C P U ex 5 0 2 は、映像データがどの規格に準拠するものであるかを識

別する。そして、C P U ex 5 0 2 からの信号に基づいて、駆動周波数制御部e

x 5 2 は、駆動周波数を設定する。また、C P U ex 5 0 2 からの信号に基づ

いて、信号処理部ex 5 0 7 は、映像データの復号を行う。ここで、映像デ一

夕の識別には、例えば、実施の形態 3 で記載 した識別情報を利用することが

考えられる。識別情報に関 しては、実施の形態 3 で記載 したものに限られず

、映像データがどの規格に準拠するか識別できる情報であればよい。例えば

、映像データがテレビに利用されるものであるか、ディスクに利用されるも

のであるかなどを識別する外部信号に基づいて、映像データがどの規格に準

拠するものであるか識別可能である場合には、このような外部信号に基づい

て識別 してもよい。また、C P U ex 5 0 2 における駆動周波数の選択は、例

えば、図 3 8 のような映像データの規格と、駆動周波数とを対応付けたルツ

クアツプテ一プルに基づいて行うことが考えられる。ルックアップテ一プル

を、ノくッファex 5 0 8 や、 L S I の内部メモリに格納 しておき、C P U ex 5

0 2 がこのルックアップテ一プルを参照することにより、駆動周波数を選択

することが可能である。

[0238] 図 3 7 は、本実施の形態の方法を実施するステップを示 している。まず、



ステ ップex S 2 0 0 では、信号処理部ex 5 0 7 において、多重化データか ら

識別情報 を取得する。次に、ステ ツプex S 2 0 では、 C P U ex 5 0 2 にお

いて、識別情報 に基づいて映像データが上記各実施の形態で示 した符号化方

法 または装置によって生成 されたものであるか否かを識別する。映像デ一タ

が上記各実施の形態で示 した符号化方法 または装置によって生成 されたもの

である場合には、ステ ップex S 2 0 2 において、駆動周波数 を高 く設定する

信号を、 C P U ex 5 0 2 が駆動周波数制御部ex 5 1 2 に送る。そ して、駆動

周波数制御部ex 5 2 において、高い駆動周波数 に設定される。一方、従来

のM P E G — 2 、 M P E G 4 _ A V C 、 V C _ 1 な どの規格 に準拠する映像

データであることを示 している場合には、ステ ップex S 2 0 3 において、駆

動周波数 を低 く設定する信号を、 〇 ？ 16 5 0 2 が駆動周波数制御部6 5

2 に送る。そ して、駆動周波数制御部ex 5 2 において、映像データが上記

各実施の形態で示 した符号化方法 または装置によって生成 されたものである

場合に比べ、低い駆動周波数 に設定される。

[0239] さ らに、駆動周波数の切替えに連動 して、 L S I ex 5 0 0 または L S I ex

5 0 0 を含む装置に与える電圧を変更することにより、省電力効果をより高

めることが可能である。例えば、駆動周波数 を低 く設定する場合には、 これ

に伴い、駆動周波数 を高 く設定 している場合に比べ、 L S I ex 5 0 0 または

L S I ex 5 0 0 を含む装置に与える電圧を低 く設定することが考 え られる。

[0240] また、駆動周波数の設定方法は、復号する際の処理量が大 きい場合に、駆

動周波数 を高 く設定 し、復号する際の処理量が小さい場合に、駆動周波数 を

低 く設定すればよ く、上述 した設定方法に限 らない。例えば、 M P E G 4 —

A V C 規格 に準拠する映像データを復号する処理量の方が、上記各実施の形

態で示 した動画像符号化方法 または装置により生成 された映像データを復号

する処理量よりも大 きい場合には、駆動周波数の設定を上述 した場合の逆に

することが考 え られる。

[0241 ] さ らに、駆動周波数の設定方法は、駆動周波数 を低 くする構成 に限 らない

。例えば、識別情報が、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法 または



装置によって生成された映像データであることを示 している場合には、 L S

16 5 0 0 または 1_ 3 I ex 5 0 0 を含む装置に与える電圧を高く設定 し、従

来のM P E G —2 M P E G 4 - A V C V C _ 1 などの規格に準拠する映

像データであることを示 している場合には、 L S 16 5 0 0 または 1_ 3 l ex

5 0 0 を含む装置に与える電圧を低 く設定することも考えられる。また、他

の例としては、識別情報が、上記各実施の形態で示 した動画像符号化方法ま

たは装置によって生成された映像データであることを示 している場合には、

C P U ex 5 0 2 の駆動を停止させることなく、従来のM P E G —2 M P E

G 4 _ A V C V C - などの規格に準拠する映像データであることを示 し

ている場合には、処理に余裕があるため、C P U ex 5 0 2 の駆動を一時停止

させることも考えられる。識別情報が、上記各実施の形態で示 した動画像符

号化方法または装置によって生成された映像データであることを示 している

場合であっても、処理に余裕があれば、C P U ex 5 0 2 の駆動を一時停止さ

せることも考えられる。この場合は、従来のM P E G _ 2 M P E G 4 - A

V C V C - などの規格に準拠する映像データであることを示 している場

合に比べて、停止時間を短 く設定することが考えられる。

[0242] このように、映像データが準拠する規格に応 じて、駆動周波数を切替える

ことにより、省電力化を図ることが可能になる。また、電池を用いて L S I e

5 0 0 または 1_ 3 I ex 5 0 0 を含む装置を駆動 している場合には、省電力化

に伴い、電池の寿命を長 くすることが可能である。

[0243] (実施の形態 6 )

テ レビや、携帯電話など、上述 した機器 システムには、異なる規格に準

拠する複数の映像データが入力される場合がある。このように、異なる規格

に準拠する複数の映像データが入力された場合にも復号できるようにするた

めに、 L S I ex 5 0 0 の信号処理部ex 5 0 7 が複数の規格に対応 している必

要がある。 しか し、それぞれの規格に対応する信号処理部ex 5 0 7 を個別に

用いると、 L S I ex 5 0 0 の回路規模が大きくなり、また、コス トが増加す

るという課題が生 じる。



[0244] この課題を解決するために、上記各実施の形態で示 した動画像復号方法を

実行するための復号処理部と、従来のM P E G —2 、 M P E G 4 _ A V C 、

V C - などの規格に準拠する復号処理部とを一部共有化する構成とする。

この構成例を図 3 9 A のex 9 0 0 に示す。例えば、上記各実施の形態で示 し

た動画像復号方法と、M P E G 4 —A V C規格に準拠する動画像復号方法と

は、エン トロピ一符号化、逆量子化、デブロッキング フィルタ、動き補償

などの処理において処理内容が一部共通する。共通する処理内容については

、 M P E G 4 —A V C規格に対応する復号処理部ex 9 0 2 を共有 し、M P E

G 4 - A V C規格に対応 しない、本発明の一態様に特有の他の処理内容につ

いては、専用の復号処理部ex 9 0 1 を用いるという構成が考えられる。復号

処理部の共有化に関 しては、共通する処理内容については、上記各実施の形

態で示 した動画像復号化方法を実行するための復号処理部を共有 し、M P E

G 4 _ A V C規格に特有の処理内容については、専用の復号処理部を用いる

構成であってもよい。

[0245] また、処理を一部共有化する他の例を図 3 9 B のex 1 0 0 0 に示す。この

例では、本発明の一態様に特有の処理内容に対応 した専用の復号処理部ex

0 0 1 と、他の従来規格に特有の処理内容に対応 した専用の復号処理部ex 1

0 0 2 と、本発明の一態様に係る動画像復号方法と他の従来規格の動画像復

号方法とに共通する処理内容に対応 した共用の復号処理部ex 1 0 0 3 とを用

いる構成としている。ここで、専用の復号処理部ex 1 0 0 1、 6乂1 0 0 2 は

、必ず しも本発明の一態様、または、他の従来規格に特有の処理内容に特化

したものではなく、他の汎用処理を実行できるものであってもよい。また、

本実施の形態の構成を、 L S I ex 5 0 0 で実装することも可能である。

[0246] このように、本発明の一態様に係る動画像復号方法と、従来の規格の動画

像復号方法とで共通する処理内容について、復号処理部を共有することによ

り、 L S I の回路規模を小さくし、かつ、コス トを低減することが可能であ

る。

産業上の利用可能性



本発明に係 る動画像符号化方法および動画像復号方法は、あ らゆるマルチ

メデ ィアデ一夕に適用することがで き、動 きべ ク トルの大 きさの範囲を制限

する場合の処理負荷 を削減 しつつも符号化効率 を保つ ことが可能であ り、例

えば携帯電話、 D V D 装置、 およびパーソナル コンピュータ等 を用いた蓄積

、伝送、通信等 における動画像符号化方法および動画像復号方法 と して有用

である。

符号の説明

0 0 動画像符号化装置

0 1 差分部

0 2 変換部

0 3 量子化部

0 4 、 2 0 逆量子化部

0 5 、 2 0 3 逆変換部

0 6 、 2 0 4 加算部

0 7 、 2 0 5 イ ン 卜ラ ' イ ンタ

0 8 符号化制御部

0 9 、 2 0 7 メ モ リ

0 エ ン トロピ一符号化部

2 0 0 動画像復号装置

2 0 1 エ ン トロピ一復号部

2 0 6 復号制御部



請求の範囲

[ 請求項 1] 複数 の ピクチャをプロック毎 に符号化する動画像符号化方法であ つ

て、

符号化対象 ピクチャに含 まれ符号化対象 プロックに空間的に隣接す

る、 または、前記符号化対象 ピクチャとは異なる ピクチャに含 まれる

時間的に隣接する 1 以上の対応 プロックのそれぞれについて、 リス ト

に前記対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加する追加ステ ツプ

と、

前記 リス 卜か ら、前記符号化対象 プロックの符号化のために用いる

動 きべ ク トル を選択する選択ステ ップと、

前記選択ステ ツプにおいて選択 された前記動 きべ ク トル を用いて前

記符号化対象 プロックを符号化する符号化ステ ツプとを含み、

前記追加ステ ツプでは、前記時間的に隣接する対応 プロックの第 1

の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理することによ り第 2 の動 きべ ク 卜

ル を算出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 きさの範

囲に含 まれるか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の

大 きさの範囲内に含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プ

ロックの動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する

動画像符号化方法。

[ 請求項2] 前記追加ステ ップでは、前記第 2 の動 きベ ク トルが前記所定の大 き

さの範囲内に含 まれなければ、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記所定の

大 きさの範囲内に収 まるようにク リップ し、 ク リップ後の動 きべ ク 卜

ル を前記対応 プロックの動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する

請求項 1 に記載の動画像符号化方法。

[ 請求項3] 前記追加ステ ップでは、前記第 2 の動 きベ ク トルが前記所定の大 き

さの範囲内に含 まれなければ、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記 リス ト

に追加 しない

請求項 1 に記載の動画像符号化方法。



[ 請求項4] 前記 リス トは、前記対応 プロックの前記動 きベ ク トル、 および前記

対応 プロックで参照 された ピクチャを特定するための特定情報 を有す

るマージ候補 リス 卜であ り、

前記追加ステ ップでは、前記対応 プロックの前記動 きべ ク トル に加

えて、前記特定情報 を前記マ一ジ候補 リス トに追加 し、

前記選択ステ ップでは、前記マージ候補 リス 卜か ら、前記符号化対

象 プロックの符号化のために用いる動 きべ ク トルおよび特定情報 を選

択 し、

前記符号化ステ ツプでは、前記選択ステ ツプにおいて選択 された前

記動 きべ ク トルおよび前記特定情報 を用いて前記符号化対象 プロック

の予測画像 を生成することによ り前記符号化対象 プロックを符号化す

る

請求項 1 〜請求項 3 のいずれか 1 項 に記載の動画像符号化方法。

[ 請求項 5] 前記 リス トは、予測動 きべ ク トル 候補 リス トで あ り、

前記追加ステ ップでは、 さ らに、前記空間的に隣接する対応 プロッ

クの第 3 の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理することによ り算出され

る第 4 の動 きべ ク トルが、所定の大 きさの範囲に含 まれるか否かを判

定 し、前記第 4 の動 きべ ク トルが前記所定の大 きさの範囲内に含 まれ

れば、前記第 4 の動 きべ ク トル を予測動 きべ ク トルの候補 と して前記

予測動 きべ ク トル 候補 リス トに追加 し、

前記選択ステ ップでは、前記予測動 きベ ク トル候補 リス 卜か ら、前

記符号化対象 プロックの符号化のために用いる予測動 きべ ク トル を選

択 し、

前記符号化ステ ツプでは、前記選択ステ ツプにおいて選択 された前

記予測動 きべ ク トル を用いて前記符号化対象 プロックの動 きべ ク トル

を符号化することを含む前記符号化対象 プロックの符号化 を行 う

請求項 1 〜請求項 3 のいずれか 1 項 に記載の動画像符号化方法。

[ 請求項 6] 前記追加ステ ップでは、前記第 4 の動 きベ ク トルが前記所定の大 き



さの範囲内に含 まれなければ、前記第 4 の動 きべ ク トル を前記所定の

大 きさの範囲内に収 まるようにク リップ し、 ク リップ後の動 きべ ク 卜

ル を前記予測動 きべ ク トルの候補 と して前記予測動 きべ ク トル候補 リ

ス 卜に追加する

請求項 5 に記載の動画像符号化方法。

[ 請求項7] 前記所定の大 きさの範囲は、動 きベ ク トルの ビッ ト精度で決定され

前記 ビッ 卜精度 はプロファイル または レベルで規定された値、 も し

くは、ヘ ッダに付加 された値 を用いる

請求項 1 〜請求項 6 のいずれか 1 項 に記載の動画像符号化方法。

[ 請求項8] 複数 の ピクチャをプロック毎 に復号する動画像復号方法であ つて、

復号対象 ピクチャに含 まれ復号対象 プロックに空間的に隣接する、

または、前記復号対象 ピクチャとは異なる ピクチャに含 まれる時間的

に隣接する 1 以上の対応 プロックのそれぞれについて、 リス 卜に前記

対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加する追加ステ ツプと、

前記 リス 卜か ら、前記復号対象 プロックの復号のために用いる動 き

べ ク トル を選択する選択ステ ップと、

前記選択ステ ツプにおいて選択 された前記動 きべ ク トル を用いて前

記復号対象 プロックを復号する復号ステ ップとを含み、

前記追加ステ ツプでは、前記時間的に隣接する対応 プロックの第 1

の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理することによ り第 2 の動 きべ ク 卜

ル を算出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 きさの範

囲に含 まれるか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の

大 きさの範囲内に含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プ

ロックの動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する

動画像復号方法。

[ 請求項 9] 前記追加ステ ップでは、前記第 2 の動 きベ ク トルが前記所定の大 き

さの範囲内に含 まれなければ、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記所定の



大 きさの範囲内に収 まるようにク リップ し、 ク リップ後の動 きべ ク 卜

ル を前記 リス 卜に追加する

請求項 8 に記載の動画像復号方法。

[ 請求項 10] 前記追加ステ ップでは、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の大 き

さの範囲内に含 まれなければ、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記 リス ト

に追加 しない

請求項 8 に記載の動画像復号方法。

[ 請求項 11] 前記 リス トは、前記対応 プロックの前記動 きベ ク トル、 および前記

対応 プロックで参照 された ピクチャを特定するための特定情報 を有す

るマージ候補 リス 卜であ り、

前記追加ステ ップでは、前記対応 プロックの前記動 きべ ク トル に加

えて、前記特定情報 を前記マ一ジ候補 リス トに追加 し、

前記選択ステ ップでは、前記マージ候補 リス 卜か ら、前記復号対象

プロックの復号のために用いる動 きベ ク トルおよび特定情報 を選択 し

前記復号ステ ツプでは、前記選択ステ ツプにおいて選択 された前記

動 きべ ク トルおよび前記特定情報 を用いて前記復号対象 プロックの予

測画像 を生成することによ り前記復号対象 プロックを復号する

請求項 8 〜請求項 1 0 のいずれか 1 項 に記載の動画像復号方法。

[ 請求項 12] 前記 リス トは、予測動 きべ ク トル 候補 リス トで あ り、

前記追加ステ ップでは、 さ らに、前記空間的に隣接する対応 プロッ

クの第 3 の動 きべ ク トル をスケ一 リング処理することによ り算出され

る第 4 の動 きべ ク トルが、所定の大 きさの範囲に含 まれるか否かを判

定 し、前記第 4 の動 きべ ク トルが前記所定の大 きさの範囲内に含 まれ

れば、前記第 4 の動 きべ ク トル を予測動 きべ ク トルの候補 と して前記

予測動 きべ ク トル候補 リス トに追加 し、

前記選択ステ ップでは、前記予測動 きベ ク トル候補 リス 卜か ら、前

記復号対象 プロックの復号のために用いる予測動 きベ ク トル を選択 し



前記復号ステ ツプでは、前記選択ステ ツプにおいて選択 された前記

予測動 きべ ク トル を用いて前記復号対象 プロックの動 きべ ク トル を復

号することを含む前記復号対象 プロックの復号 を行 う

請求項 8 〜請求項 1 0 のいずれか 1 項 に記載の動画像復号方法。

[ 請求項 13 ] 前記追加ステ ップでは、前記第 4 の動 きべ ク トルが前記所定の大 き

さの範囲内に含 まれなければ、前記第 4 の動 きべ ク トル を前記所定の

大 きさの範囲内に収 まるようにク リップ し、 ク リップ後の動 きべ ク 卜

ル を前記予測動 きべ ク トルの候補 と して前記予測動 きべ ク トル候補 リ

ス 卜に追加する

請求項 1 2 に記載の動画像復号方法。

[ 請求項 14 ] 前記所定の大 きさの範囲は、動 きべ ク トルの ビッ 卜精度で決定され

前記 ビッ 卜精度 はプロファイル または レベルで規定された値、 も し

くは、ヘ ッダに付加 された値 を用いる

請求項 8 〜請求項 1 3 のいずれか 1 項 に記載の動画像復号方法。

[ 請求項 15] 複数 の ピクチャをプロック毎 に符号化する動画像符号化装置であ つ

て、

符号化対象 ピクチャに含 まれ符号化対象 プロックに空間的に隣接す

る、 または、前記符号化対象 ピクチャとは異なる ピクチャに含 まれる

時間的に隣接する 1 以上の対応 プロックのそれぞれについて、 リス ト

に前記対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加する追加部 と、

前記 リス 卜か ら、前記符号化対象 プロックの符号化のために用いる

動 きべ ク トル を選択する選択部 と、

前記選択部で選択 された前記動 きべ ク トル を用いて前記符号化対象

プロックを符号化する符号化部 とを備 え、

前記追加部では、前記時間的に隣接する対応 プロックの第 1 の動 き

べ ク トル をスケ一 リング処理することによ り第 2 の動 きべ ク トル を算



出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 きさの範囲に含

まれるか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の大 きさ

の範囲内に含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プロック

の動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する

動画像符号化装置。

[ 請求項 16 ] 複数の ピクチャをプロック毎 に復号する動画像復号装置であ って、

復号対象 ピクチャに含 まれ復号対象 プロックに空間的に隣接する、

または、前記復号対象 ピクチャとは異なる ピクチャに含 まれる時間的

に隣接する 1 以上の対応 プロックのそれぞれについて、 リス 卜に前記

対応 プロックの動 きべ ク トル を選択的に追加する追加部 と、

前記 リス 卜か ら、前記復号対象 プロックの復号のために用いる動 き

べ ク トル を選択する選択部 と、

前記選択部 において選択 された前記動 きベ ク トル を用いて前記復号

対象 プロックを復号する復号部 とを備 え、

前記追加部では、前記時間的に隣接する対応 プロックの第 1 の動 き

べ ク トル をスケ一 リング処理することによ り第 2 の動 きべ ク トル を算

出 し、算出 した前記第 2 の動 きベ ク トルが、所定の大 きさの範囲に含

まれるか否かを判定 し、前記第 2 の動 きべ ク トルが前記所定の大 きさ

の範囲内に含 まれれば、前記第 2 の動 きべ ク トル を前記対応 プロック

の動 きべ ク トル と して前記 リス 卜に追加する

動画像復号装置。

[ 請求項 17] 請求項 1 5 記載の動画像符号化装置 と、

請求項 1 6 記載の動画像復号装置 とを備 える

動画像符号化復号装置。
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